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８
月
12
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で

こ
ど
も
ら
く
ご
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
演
し
た
子
ど
も
達
は
、
林
家
彦
い

ち
師
匠
、
ざ
ぶ
と
ん
亭
風
流
企
画
の
馬

場
さ
ん
か
ら
指
導
を
受
け
て
練
習
し
た

落
語
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
は
英
語
落
語
に
も
挑
戦
。

自
分
の
出
番
に
な
る
と
、
少
し
緊
張
し

た
面
持
ち
で
舞
台
に
上
が
り
、
見
事
に

小
ば
な
し
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
後
半
で
は
、
林
家
彦
い
ち
師

匠
の
落
語
や
神
田
山
陽
先
生
の
講
談
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
８
月
18
日
、
一
宮
町
建
築
技
能
部
会
︵
一

宮
町
建
築
組
合
︶
に
よ
る
勤
労
奉
仕
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
一
宮
町
内
の
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
宅
や
障
害
者
宅
の
修
繕
を
行
い
、

そ
の
後
、
小
中
学
校
の
教
室
や
備
品
な
ど

の
修
繕
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
朝
か
ら
活
動
が
行
わ
れ
、
学
校

で
は
メ
ン
バ
ー
が
子
ど
も
達
の
た
め
に
、

暑
い
中
、
汗
を
か
き
な
が
ら
懸
命
に
作
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

夏の暑さも忘れるフルートの音色

この一手が勝敗を分けるかも?

　
８
月
18
日
、
稲
山
ケ
ヤ
キ
の
森
で
森
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
間
伐
材
を
使
っ
た
木
工
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
森
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
フ
ル
ー
ト
の
三
重
奏
に
よ

っ
て
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
、
ア
ニ
メ
音

楽
、
童
謡
な
ど
13
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
木

工
教
室
で
は
、

参
加
し
た
親

子
な
ど
が
フ

ク
ロ
ウ
製
作

に
挑
戦
し
ま

し
た
。

　
参
加
者
は
、

樹
齢
１
０
０

年
を
超
え
る

約
２
６
０
本

の
ケ
ヤ
キ
の

森
の
さ
わ
や

か
な
空
気
の

中
で
、
イ
ベ

ン
ト
を
満
喫

し
て
い
ま
し

た
。

　
８
月
29
日
、
ウ
イ
ン
ズ
石
和
駐
車
場

で
市
消
防
本
部
・
消
防
署
、
県
消
防
防

災
航
空
隊
に
よ
る
傷
病
者
引
渡
し
な
ど

の
合
同
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
関
係
者
は
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

﹁
あ
か
ふ
じ
﹂
に
乗
り
込
み
、
震
度
６

弱
の
直
下
型
地
震
で
被
災
し
た
重
傷
者

を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
搬
送
す
る
こ
と
を

想
定
し
た
訓
練
や
、
上
空
か
ら
危
険
箇

所
を
偵
察
す
る
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
８
月
17
日
か
ら
３
泊
４
日
の
日
程
で
、

市
内
の
中
学
１
年
生
30
人
が
北
海
道
標
津

町
で
行
わ
れ
た
酪
農
や
自
然
環
境
に
つ
い

て
の
体
験
学
習
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
標
津
町
エ
コ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
交
流
推

進
事
業
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
酪
農
体
験
で
は
、
酪
農
家
に
民
泊
し
、

搾
乳
︵
さ
く
に
ゅ
う
︶
や
子
牛
の
世
話
な

ど
の
作
業
を
通
じ
て
民
泊
先
の
家
族
と
の

交
流
を
深
め
、
ま
た
海
釣
り
や
乗
馬
体
験

で
は
、
地
元
の
方
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

　
生
徒
達
は
、
北
海
道
の
広
大
な
自
然
環

境
の
中
で
、
普
段
で
は
出
来
な
い
貴
重
な

体
験
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

表彰状が贈呈されました

　
８
月
24
日
、
第
37
回
蜂
城
山
書
道
展
︵
一
宮
町
文
化

協
会
主
催
︶
が
開
催
さ
れ
、
入
賞
者
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
５
８
３
点
の
応
募
が
あ
り
、﹁
名
月
の
夜
﹂﹁
虫

の
鳴
声
﹂
な
ど
多
く
の
作
品
が
神
社
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

︵
敬
称
略
︶

神
社
大
賞
　
　
深
山
　
梓
　
　
︵
一
宮
中
３
年
︶

浅
間
神
社
賞
　
小
宮
　
万
佑
佳
︵
一
宮
中
２
年
︶

山
梨
日
日
新
聞
社
賞

　
　
　
　
　
　
太
田
　
有
紀
　
︵
一
宮
西
小
６
年
︶

山
梨
放
送
賞
　
内
田
　
圭
　
　
︵
一
宮
中
１
年
︶

香
雲
賞
　
　
　
菅
野
　
紗
里
奈
︵
一
宮
北
小
５
年
︶

特
別
推
薦
　
　
鈴
木
　
さ
や
香
︵
一
宮
西
小
２
年
︶

　
　
　
　
　
　
内
藤
　
亜
美
　
︵
一
宮
南
小
３
年
︶

　
８
月
15
日
、

ス
コ
レ
ー
セ

ン
タ
ー
で
小

学
生
囲
碁
・

将
棋
大
会
が

開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
チ
ビ
ッ
コ

名
人
た
ち
が

多
数
参
加
し
、

夏
休
み
の
ひ

と
と
き
、
自

慢
の
腕
を
お

互
い
に
競
い

合
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
　
　
　

　
︵
敬
称
略
︶

■
囲
碁
の
部

　
優
　
勝
　
前
島
　
令
斉
︵
韮
崎
小
５
年
︶

　
準
優
勝
　
諸
星
さ
ゆ
り
︵
上
小
４
年
・
神
奈
川
県
︶

　
３
　
位
　
前
島
　
永
幸
︵
韮
崎
小
３
年
︶

■
将
棋
︵
低
学
年
の
部
︶

　
優
　
勝
　
梅
本
裕
太
郎
︵
勝
倉
小
２
年
・
茨
城
県
︶

　
準
優
勝
　
平
嶋
　
海
人
︵
甲
府
舞
鶴
小
３
年
︶

　
３
　
位
　
吉
村
　
優
一
︵
学
院
付
属
小
２
年
︶

■
将
棋
︵
高
学
年
の
部
︶

　
優
　
勝
　
雨
宮
　
知
希
︵
石
和
東
小
５
年
︶

　
準
優
勝
　
山
下
　
貴
之
︵
里
垣
小
４
年
︶

　
３
　
位
　
望
月
　
章
史
︵
八
代
小
６
年
︶
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連絡先
経営政策室広聴広報担当
TEL055（262）4111
　　（内線223・224）

このコーナーは市内の
いろいろな出来事を紹
介するコーナーです。
皆さんの身近な情報を
お知らせください。一緒に参加した仲間たち

一宮中学校での作業

大観衆の前で熱演

搬送された傷病人が到着



　
市
で
は
す
で
に
、
小
中
学
校
の
給
食

の
廃
食
油
を
Ｂ
Ｄ
Ｆ
︵
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
︶
と
し
て
再
利
用
し
、
ご
み

収
集
車
の
燃
料
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
は
家
庭
か
ら
の

廃
食
油
を
Ｂ
Ｄ
Ｆ
と
し
て
再
利
用
し
ま

す
！

　
ま
ず
は
、
モ
デ
ル
地
区
の
住
民
の
方
々

に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
回
収
し
ま
す
。

※
モ
デ
ル
地
区
は
、
各
支
所
の
所
在

地
区
で
す
。

　
︵
例
　
石
和
地
域
で
は
市
部
地
区
︶

◎
Ｂ
Ｄ
Ｆ
と
は
・
・
・

　
植
物
性
廃
食
油
の
リ
サ
イ
ク
ル
方
法

の
ひ
と
つ
で
す
。
処
理
し
た
廃
食
油
を

軽
油
の
代
わ
り
と
な
る
代
替
燃
料
Ｂ
Ｄ

Ｆ
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

▽
ぜ
ん
そ
く
な
ど
の
原
因
と
な
る
硫
黄

酸
化
物
を
ほ
と
ん
ど
出
し
ま
せ
ん
。

▽
黒
煙
を
軽
油
の
半
分
以
上
に
減
ら
し

ま
す
。

▽
燃
費
や
走
行
性
は
軽
油
と
ほ
ぼ
同
じ

で
す
。

▽
地
球
温
暖
化
防
止
に
も
役
立
ち
ま
す
。

■
回
収
場
所
　
各
支
所
地
域
課
︵
芦
川

支
所
は
地
域
住
民
課
︶

■
回
収
日
時
　
平
日
︵
月
〜
金
︶

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

■
回
収
対
象
　
植
物
油
︵
菜
種
、
べ
に
花
、

ご
ま
な
ど
︶

　
1.5
ℓ
ま
た
は
２
ℓ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
入
れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
鉱
物
油
、
牛
・
豚
脂
︵
ラ
ー
ド
︶
、

パ
ー
ム
な
ど
の
脂
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

　
天
か
す
な
ど
は
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

︵
大
量
に
入
っ
て
い
る
と
精
製
機
械
に
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︶

　
ま
た
、
モ
デ
ル
地
区
以
外
の
方
で
も
、

天
ぷ
ら
油
を
回
収
場
所
に
持
ち
込
め
ま

す
。

　
　
　

　　
↓

　↓

■
問
合
せ
先

・
市
民
環
境
部
　
ご
み
減
量
課

　
☎
０
５
５︵
２
６
１
︶２
０
４
４

・
御
坂
支
所
　
地
域
課

　
☎
０
５
５
︵
２
６
２
︶２
２
７
１

・
一
宮
支
所
　
地
域
課

　
☎
０
５
５
３︵
４
７
︶１
１
１
１

・
八
代
支
所
　
地
域
課

　
☎
０
５
５
︵
２
６
５
︶２
１
１
１

・
境
川
支
所
　
地
域
課

　
☎
０
５
５︵
２
６
６
︶２
１
１
１

・
春
日
居
支
所
　
地
域
課

　
☎
０
５
５
３︵
２
６
︶３
１
１
１

・
芦
川
支
所
　
地
域
住
民
課

　
☎
０
５
５︵
２
９
８
︶２
１
１
１
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県大会準優勝の川中島（石和）チーム

人気キャラクターのかかしに子どもたちは大喜び廃油排出　家庭　給食

利用　市営バス・ごみ収集車

回収・燃料化

白熱したミニソフトバレーボール

◎
笛
吹
市
子
ど
も
ク
ラ
ブ
親
善
球
技
大
会

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

　
　
優
　
勝
　
川
中
島
︵
石
和
︶

　
　
準
優
勝
　
二
之
宮
︵
御
坂
︶

　
　
３
　
位
　
前
間
田
︵
境
川
︶

　
　
　
　
　
　
塩
田
　
︵
一
宮
︶

　
ミ
ニ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

　
　
優
　
勝
　
河
内
︵
石
和
︶

　
　
準
優
勝
　
原
　
︵
境
川
︶

　
　
３
　
位
　
蕎
麦
塚
︵
御
坂
︶

　
　
　
　
　
　
小
山
・
三
椚
︵
境
川
︶

◎
山
梨
県
子
ど
も
ク
ラ
ブ
親
善
球
技
大
会

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

　
　
準
優
勝
　
川
中
島
︵
石
和
︶

　
ミ
ニ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

　
　
３
　
位
　
原
︵
境
川
︶

AED講習に真剣な表情

　
９
月
２
日
、
市
内
で
防
災
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
の
一
環
と
し
て
、
地
域
で
救
急

救
命
講
習
が
開
か
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、

ダ
ミ
ー
人
形
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
や
、

三
角
巾
を
用
い
て
出
血
を
止
め
る
方
法

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器
︵
Ａ

Ｅ
Ｄ
︶
の
操
作
説
明
も
行
わ
れ
、
参
加

者
は
、
流
れ
る
電
流
は
ど
の
位
の
大
き

さ
か
な
ど
の
質
問
を
交
え
な
が
ら
、
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
８
月
25
・
26
日
の
両
日
、
八
代
町
南

の
長
崎
地
区
で
﹁
長
崎
か
か
し
祭
り
﹂

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
７
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
お
祭

り
は
、
今
年
で
74
回
を
数
え
ま
す
。
会

場
に
は
、
大
河
ド
ラ
マ
風
林
火
山
の
登

場
人
物
や
人
気
の
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
な
ど
地
域
の
人
た
ち
や
児
童
、
園
児

な
ど
が
作
製
し
た
個
性
的
な
か
か
し
が

立
ち
並
び
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
見
事
な
か
か
し

に
感
心
し
な
が
ら
記
念
撮
影
す
る
な
ど
、

祭
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
８
月
４
日
、
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス

ポ
ー
ツ
公
園
で
﹁
第
３
回
笛
吹
市
子
ど

も
ク
ラ
ブ
親
善
球
技
大
会
﹂
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
各
地
区
を
勝

ち
抜
い
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
６
チ
ー

ム
と
、
ミ
ニ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

部
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
８
月
18
日
に
は
、
甲
斐
市
で
﹁
第

36
回
山
梨
県
子
ど
も
ク
ラ
ブ
親
善
球
技

大
会
﹂
が
開
催
さ
れ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
部
で
市
代
表
の
川
中
島
︵
石
和
︶
が

準
優
勝
、
ミ
ニ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
部
で
は
原
︵
境
川
︶
が
３
位
と
好
成

績
を
収
め
ま
し
た
。
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自動交付機の導入で、休日でも証明書を取得できるようにな
った御坂図書館

　
笛
吹
市
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
、
「
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
情
報
を
効
果
的
に
活
用
し
、

ス
リ
ム
で
魅
力
的
な
市
政
を
実
現
す
る
」
を
目
標
に
、
第
一
次
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　�
�地

方
は
財
源
不
足

な
ぜ
改
革
が
必
要
？

改
革
の
実
績

　�
�高

齢
化
に
伴
う
経
費
増

　�
��

思
い
切
っ
た
改
革
が
必
要

　�
�「

ス
リ
ム
な
市
役
所
」づ
く
り

　�
�職

員
数
の
削
減

　�
�市

税
納
税
率
の
向
上

　�
�行

政
経
営
の
仕
組
み
づ
く
り

　�
�交

付
税
が
▲
26�

億
円

　�
�一

般
競
争
入
札
の
導
入

　�
�窓

口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　�
�公

会
計
の
導
入

　�
�充

実
し
た
広
聴
手
段

笛吹市の将来の地方交付税のイメージ
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職員数と、職員一人あたりの市民数の推移
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県
下
で
初
め
て
事
後
審
査
型
条
件
付

き
一
般
競
争
入
札
を
導
入
し
、
透
明
性

が
高
く
、
競
争
原
理
が
働
く
仕
組
み
に

改
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
指
名
競
争
入
札
を
行
っ

て
い
た
平
成
18
年
度
に
比
べ
て
落
札
率
が

５
％
落
ち
、
年
間
２
億
円
相
当
の
経
費
を

節
約
で
き
る
見
込
み
で
す
。
平
成
19
年
度

の
落
札
率
は
82
％
で
、
８
月
ま
で
の
入
札

差
金
は
4.6
億
円
に
達
し
て
い
ま
す
。

　　
日
曜
開
庁
の
試
行
、
証
明
書
自
動
交

付
機
の
導
入
、
総
合
案
内
の
設
置
に
よ

っ
て
、
市
民
の
方
が
市
役
所
を
利
用
し

や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
財
政
破
た
ん
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

資
産
と
負
債
が
管
理
で
き
る
連
結
決
算

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
市
長
へ
の
手
紙
、
市
民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
市

民
の
声
を
市
政
に
反
映
す
る
仕
組
み
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　　
昇
任
・
昇
格
試
験
の
導
入
、
市
政
ク

イ
ッ
ク
ア
ン
サ
ー
制
度
の
導
入
な
ど
19

項
目
の
取
り
組
み
が
終
了
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
改
革
に
よ
っ
て
平
成
18
年
度

ま
で
の
２
年
間
で
７
億
円
近
い
経
費
が

節
減
で
き
ま
し
た
。

　
滞
納
処
分
や
自
主
納
税
へ
の
意
識
を

高
め
る
啓
発
活
動
な
ど
、
市
税
徴
収
に

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
２
年
間
で

納
税
率
２
％
向
上
の
目
標
を
達
成
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
、

税
負
担
公
平
の
た
め
に
も
幅
広
い
徴
収

対
策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
ま
で
に
、
さ
ら
に
45
人

の
職
員
を
削
減
す
る
予
定
で
す
。

　
施
策
の
成
果
を
検
証
し
、
市
民
が
本

当
に
必
要
と
す
る
事
業
に
財
源
を
重
点

配
分
で
き
る
よ
う
、
総
合
計
画
と
予
算

編
成
が
連
動
し
た
仕
組
み
を
構
築
し
て

い
き
ま
す
。

　
市
内
全
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
局
の
協
力
に
よ
っ
て
、

笛
吹
市
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
し
、
行

政
番
組
を
放
送
し
ま
す
。

　　
各
種
使
用
料
の
見
直
し
、
電
子
入
札

の
導
入
、
組
織
機
構
の
見
直
し
な
ど
36

の
改
革
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

　
自
治
体
の
財
政
健
全
化
法
が
６
月
に

施
行
さ
れ
、
「
健
全
化
判
断
比
率
」
の
作

成
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

基
づ
き
、
一
定
の
比
率
に
満
た
な
い
自

治
体
は
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
た
め
、
「
形
式
上

の
破
た
ん
」
は
無
く
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
財
政
健
全
化
計
画
に
は
厳

し
い
再
建
策
が
盛
り
込
ま
れ
る
た
め
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
制
限
さ
れ
る
な
ど
、

実
質
的
に
は
、
破
た
ん
し
た
自
治
体
と

変
わ
ら
な
い
状
況
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
は
、
将
来
の
世
代
へ
の
負
担
を

で
き
る
だ
け
増
や
さ
な
い
こ
と
な
の
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
総
務
部
　
財
政
課
　
行
政
改
革
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）
４
１
１
１

（
内
線
２
６
９
）

今
後
の
改
革

自
治
体
の
将
来
は
？

　�
�行

政
放
送
を
開
始

　�
�そ

の
他
、実
施
中
の
改
革

　�
�公

共
施
設
運
営
の
民
間
開
放

　�
�そ

の
他
、終
了
し
た
改
革

　　　
地
方
の
借
金
残
高
は
２
０
０
兆
円
に

達
し
ま
し
た
。
年
間
返
済
額
は
13
兆
円

を
超
え
、
そ
の
財
源
の
一
部
に
は
将
来

の
交
付
税
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
例
え
ば
「
バ
ブ
ル
期
に
30

年
ロ
ー
ン
で
建
売
住
宅
を
購
入
し
た
人
が
、

年
収
が
減
っ
て
返
済
が
困
難
に
な
り
、

さ
ら
に
借
金
を
し
て
返
済
に
充
て
て
い
る
」

状
況
と
同
じ
で
す
。

　
合
併
し
た
地
方
の
市
町
村
は
、
さ
ら

に
深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
合

併
特
例
措
置
が
終
了
す
る
と
、
主
要
な

財
源
の
一
つ
で
あ
る
交
付
税
が
大
幅
に

減
る
た
め
で
す
。

　
あ
く
ま
で
も
推
計
で
す
が
、
笛
吹
市

の
平
成
32
年
度
の
交
付
税
は
、
平
成
19

年
度
よ
り
約
26
億
円
減
り
、
臨
時
財
政

対
策
債
を
含
め
た
実
質
交
付
税
は
約
30

億
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
す
。

　　
財
源
が
減
っ
て
も
、
医
療
や
福
祉
・

介
護
な
ど
の
経
費
は
毎
年
増
加
し
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

平
成
32
年
度
ま
で
に
、
現
在
よ
り
歳
出
を

減
ら
す
か
、
景
気
回
復
に
よ
る
税
収
増
を

期
待
す
る
、
ま
た
は
増
税
す
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
今
か
ら
改
革
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
人
材
育
成
、
組
織
再
編
、
民
間
委
託

を
進
め
、
計
画
的
に
定
員
を
見
直
し
て

い
ま
す
。
７
５
７
人
の
職
員
を
２
年
間

で
55
人
削
減
し
、
6.1
億
円
の
財
政
効
果

を
得
ま
し
た
。
ス
リ
ム
で
魅
力
的
な
市

役
所
実
現
に
向
け
、
改
革
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　
す
べ
て
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
管
理

運
営
方
法
を
見
直
し
指
定
管
理
の
導
入

を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
度
か
ら

新
た
に
29
の
公
共
施
設
の
管
理
運
営
に

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
0.5
億
円

の
財
政
効
果
を
得
ま
し
た
。



研究会開催（月1回、夜間２時間程度）10月下旬〜、その他、視察などを実施する場
合もあります。
15歳以上の市内在住者、市内の事業所勤務者
応募用紙または氏名・住所・電話番号・年齢・性別・職業・応募の動機やご意見を記
入した用紙を市民活動支援課窓口に持参していただくか、郵送でお申し込みください。
また、このページの応募用紙もコピーしてご利用いただけます。
10月１日(月)〜19日(金)

■申込・問合せ先
〒４０６−８５１０　笛吹市石和町市部７７７
笛吹市役所　市民環境部　
市民活動支援課　市民活動支援担当（本庁１階）
☎０５５(２６２)４１１１(内線１７１〜１７３)

■活動内容(予定)

■ 応 募 資 格
■ 応 募 方 法

■ 募 集 期 間

※ワークショップは、あくまで自主的な取り組みですので報酬などはありません。

こ
ど
も
議
会

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　笛吹市では、笛吹市の新しい公共について考え、市民と行政が対等の立

場に立って協働の取り組みを実現できるよう、市民と市職員の参加による

「市民協働ワークショップ」を設置します。

　そこで、これからの笛吹市について学習し、取り組みへの協議、研究に

参加していただける方を募集します。

　「市民協働ワークショップ」は、市民として職員と共に学習し、研究を

していただくもので、市の委嘱によるのではなく、ご自身の意思、責任で

参加していただくものです。難しい用語や仕組みも含め、一緒に勉強して

いきましょう。お気軽にご参加ください。

氏　　名

住　　所

電話番号

年　　齢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性　別　　　男　・　女

職　　業 会社員　・　自営業　・　パート（アルバイト）　・　無職　・　学生（高校生以上）

動機・ご意見　応募の動機、ご意見をお書きください

「市民協働ワークショップ」応募用紙

「市民協働ワークショップ」に参加申し込みをします。

※10月19日（金）までに、市民環境部　市民活動支援課（本庁１階）に提出してください。

平成19年　　月　　日

　
笛
吹
市
は
、
少
子
高
齢
化
、
国
際
化

な
ど
、
社
会
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

市
全
体
が
一
体
と
な
っ
て
、
自
立
し
た
﹁
笛

吹
市
﹂
の
創
造
と
、
個
性
や
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご

協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
と
な
る
﹁
総
合
計
画
基

本
構
想
及
び
基
本
計
画
﹂
を
策
定
し
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
総
合
計
画
基
本
構
想
︵
案
︶
及
び

基
本
計
画
︵
案
︶
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん

の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
今
後
の
計
画

策
定
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
総
合
計
画
基
本
構
想(

案)

及
び
基
本
計

画(

案)

閲
覧
方
法

　
10
月
１
日
︵
月
︶
か
ら
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
本
庁
２
階
経
営
政
策

室
窓
口
︵
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
30
分
︶
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/
w
w
w
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e
fu
k
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a
m

a
n
a
sh
i.jp

/




　
　

　■
募
集
期
間︵
閲
覧
期
間
︶

10
月
1
日(

月)

〜
25
日(

木)



■
提
出
方
法



﹁
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
意
見
提
出

用
紙
﹂
に
記
入
し
、
電
子
メ
ー
ル
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
、
郵
送
ま
た
は
窓
口
持
参
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。



こ
の
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、

経
営
政
策
室
窓
口
で

お
渡
し
し
ま
す
。

　
ま
た
、
提
出
の
際
に
は
、
ご
自
分
の

住
所
、
氏
名
な
ど
連
絡
先(

法
人
に
あ

っ
て
は
そ
の
名
称
及
び
所
在
地
な
ど)

を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
ご
意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先

▽
Ｅ
メ
ー
ル

　se
isa

k
u
@
c
ity

.fu
e
fu
k
i.lg

.jp

　

▽
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
０
５
５︵
２
６
２
︶４
１
１
５

▽
郵
送
ま
た
は
窓
口
持
参

〒
4
0
6
│

8
5
1
0

笛
吹
市
石
和
町
市
部
７
７
７

笛
吹
市
役
所
　
経
営
政
策
室

経
営
政
策
担
当



■
ご
意
見
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、

内
容
ご
と
に
整
理
・
分
類
し
、
そ
れ
に

対
す
る
市
の
考
え
方
と
と
も
に
公
表
し

ま
す
。

　
な
お
、
住
所
、
氏
名
な
ど
個
人
に
関

す
る
情
報
は
、
公
表
し
な
い
こ
と
は
も

と
よ
り
、
他
の
目
的
で
使
用
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

経
営
政
策
室
　
経
営
政
策
担
当

☎
０
５
５︵
２
６
２
︶４
１
１
１

︵
内
線
２
２
２･

２
２
８
︶

︱

第
1
次
笛
吹
市
総
合
計
画
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

︱

0809 KOHOFUEFUKI
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甲
府
市
の
東
光
寺
町
に
能
成
寺
（
の

う
じ
ょ
う
じ
）
と
い
う
お
寺
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
寺
は
仏
教
の
中
で
も
特
に
臨

済
宗
を
深
く
信
仰
し
た
武
田
信
玄
が
、

京
都
や
鎌
倉
の
五
山
制
度
に
倣
（
な
ら
）

っ
て
、
武
田
家
と
縁
の
深
い
五
箇
寺
を

選
ん
で
定
め
た
甲
府
五
山
の
一
つ
で
す
。

　
能
成
寺
は
、
業
海
本
浄
禅
師
（
ご
っ

か
い
ほ
ん
じ
ょ
う
ぜ
ん
じ
）
と
い
う
僧

侶
に
よ
っ
て
貞
和
年
間
（
１
３
４
５
〜

１
３
４
９
）
に
笛
吹
市
の
八
代
町
北
地

内
に
創
建
さ
れ
た
寺
で
、
享
徳
４
（
１

４
５
５
）
年
に
亡
く
な
っ

た
武
田
氏
第
十
五
代
当
主

の
武
田
信
守
の
菩
提
寺
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

長
ら
く
当
地
で
大
切
に
守

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
武

田
信
玄
が
甲
府
五
山
を
定

め
る
に
あ
た
り
、
甲
府
市

の
宝
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
文
禄
年

間
（
１
５
９
２
〜
１
５
９

５
）
の
甲
府
城
築
城
の
際

に
現
在
の
場
所
に
移
さ
れ

ま
し
た
。

　
現
在
、
能
成
寺
が
創
建

さ
れ
た
所
は
ブ
ド
ウ
や
桃

な
ど
の
果
樹
畑
に
な
っ
て

お
り
、
往
時
の
姿
を
偲
ぶ

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
昭
和
13
（
１
９
３

８
）
年
に
寺
跡
の
竹
林
中

か
ら
発
見
さ
れ
た
多
く
の
五
輪
塔
や
宝

篋
印
塔
（
ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う
）
の

う
ち
、
代
表
的
な
も
の
が
昭
和
38
（
１

９
６
３
）
年
に
建
て
ら
れ
た
保
存
庫
の

中
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
寺
の
歴
史
を

静
か
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
能
成
寺
跡
よ
り
北
西
約

２
５
０
ⅿ
の
所
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
「
武

田
氏
と
笛
吹
市
」
の
シ
リ
ー
ズ
の
中
で

紹
介
さ
れ
た
清
道
院
（
せ
い
ど
う
い
ん
）

が
所
在
し
て
い
ま
す
。
清
道
院
の
境
内

に
入
る
と
右
側
に
寺
記
を
記
し
た
石
碑

が
建
て
ら
れ
て
い
る
の
が
目
に
留
ま
り

ま
す
。
こ
の
石
碑
に
よ
る
と
、
こ
こ
は

武
田
氏
第
十
一
代
当
主
の
武
田
信
成
の

居
城
で
し
た
が
、
信
成
が
信
州
へ
出
陣

し
て
い
た
応
永
５
（
１
３
９
８
）
年
３

月
18
日
に
攻
め
ら
れ
て
落
城
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
信
成
の
夫
人
が

城
内
に
あ
る
井
戸
に
身
を
投
げ
て
自
害

し
た
の
で
、
応
永
18
（
１
４
１
１
）
年

に
信
成
の
子
で
あ
る
武
田
信
春
が
、
母

の
菩
提
を
弔
う
た
め
城
を
寺
に
改
め
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
信
成
夫
人
が
身
投
げ
を
し
た
と

い
う
井
戸
は
現
在
も
境
内
に
残
さ
れ
て

お
り
、
何
処
と
な
く
物
悲
し
い
雰
囲
気

を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。
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能成寺跡から発見された五輪塔や宝篋印塔

龍沙山清道院入口

信成夫人が身投げした井戸 武田信成夫人の墓

　
笛
吹
市
域
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
明
治
40
年
の
大
水
害
か
ら
今
年
で
１
０

０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
市
で
は
明
治
の
大
水
害
を
は
じ
め
、
過

去
に
笛
吹
市
域
で
起
き
た
主
な
風
水
害
の

惨
状
や
教
訓
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
後
世

に
伝
え
る
と
と
も
に
防
災
意
識
を
高
め
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
記
録
誌
と
し
て
ま
と

め
発
刊
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
誌
は
市
内
の
図
書
館
な
ど
に

置
く
ほ
か
、
希
望
す
る
方
に
は
10
月
15
日

か
ら
有
償
で
配
布
し
ま
す
。

■
主
な
内
容

　
Ａ
４
版
上
製
本
、
本
文
２
０
８
ペ
ー
ジ

（
予
定
）

　
第
一
章
　
笛
吹
市
風
水
害
の
記
録

　
　
　
　
　
【
写
真
が
語
る
記
録
編
】

　
第
二
章
　
災
害
の
記
録

　
　
　
　
　
【
聞
き
書
き
編
】

　
第
三
章
　
災
害
を
克
服
し
て
未
来
へ

　
　
　
　
　
【
論
考
解
説
編
】

　
第
四
章
　
資
料
で
見
る
風
水
害
史

■
金
額
　
１
０
０
０
円
（
１
冊
）

■
取
扱
場
所

　
市
役
所
経
営
政
策
室
（
本
庁
２
階
）

　
ま
た
は
各
支
所
地
域
課

　（
芦
川
支
所
は
地
域
住
民
課
）

■
有
償
配
布
開
始

　
10
月
15
日（
月
）か
ら

■
問
合
せ
先

　
経
営
政
策
室
　
広
聴
広
報
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　�

障
子
に
書
い
て
対
岸
に
知
ら
せ
た
救
助
連
絡

明治の大水害（石和町）

昭和41年26号台風（芦川町）

　
あ
れ
か
ら
１
０
０
年
、
明
治
の

大
水
害
を
は
じ
め
、
過
去
の
水
害

を
教
訓
に
「
災
害
に
強
く
、
自
然

環
境
に
親
し
め
る
、
豊
か
な
郷
土

づ
く
り
」
を
目
指
し
、
笛
吹
市
と

㈳
山
梨
県
河
川
防
災
セ
ン
タ
ー
が

記
念
行
事
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
10
月
14
日（
日
）午
前
10
時
か
ら

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

■
内
容

・
午
前
９
時
30
分
〜
　
受
付

・
午
前
10
時
〜
　
記
念
講
演

　
　「
明
治
大
水
害
の
教
訓
」

　
　
㈳
山
梨
県
河
川
防
災
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
理
事
長
　
望
月
誠
一
氏

・
午
前
11
時
30
分
〜
　

　
　
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　「
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
」

・
午
後
１
時
30
分
〜

　
　
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

「
歌
い
継
ぐ
・
子
供
た
ち
へ
の

贈
り
物
」

し
ら
い
み
ち
よ
＆
い
さ
わ
女

声
合
唱
団
・
少
年
少
女
合
唱
団

■
問
合
せ
先

　
経
営
政
策
室
　
広
聴
広
報
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１
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～芸術の秋、文化の秋～

11月17日（土）� 開祭式� 午前９時～９時30分��

11月17日（土）� 朗読� 午前10時～12時�� 朗読

11月17日（土）�
作品展示

� 午前10時～午後４時30分��

11月18日（日）�� 午前９時～午後３時� �

11月17日（土）� 囲碁� 午前10時～午後４時� �

11月18日（日）� 茶会� 午前10時～午後３時�� 茶道

11月18日（日）� お茶会� 午前10時～午後３時�� 煎茶道

11月17日（土）
� 吟剣詩舞道� 午前10時～午後１時30分�� 吟剣詩舞道

� 音楽� 午後２時～午後５時� �

11月18日（日）
� 舞踊� 午前９時～午後２時�� 舞踊

� 大正琴� 午後２時30分～午後４時�� 大正琴

10月31日（水）�� 午後６時30分～午後９時

11月1日（木）～�
作品展示

� 午前9時～午後６時

11月3日（土）��� �（３日は午後３時まで）

11月3日（土）� 囲碁大会� 午前10時～午後４時� 囲碁、一般参加

11月4日（日）

� お茶会� 午前10時～午後４時30分� 茶道

� 表彰式� 午後３時～午後３時30分� 文化祭優秀作品表彰

��
午後１時～午後４時30分

�

写真・絵画・書道・短歌・俳句・川柳・華道・手芸・陶芸
盆栽・郷土研究・切り絵・ちぎり絵・押し花・絵手紙

コーラス・マンドリン・三味線・筝曲・邦楽・軽音楽・民謡等

10月15日（月）� 作品展� 午前９時～午後３時� あぐり情報ステーション� 盆栽・山野草

10月26日（金）� 開会セレモニー�午前９時～� あぐり情報ステーション１階�文化祭優秀作品表彰

�
作品展

�� あぐり情報ステーション１階� 絵画・写真・短歌・川柳・郷土研究・さわやか学級

��� 2階会議室�農業体験室� 華道

10月26日（金）� 囲碁・将棋大会� 午前10時～午後４時� 福祉会館�２階大広間� 囲碁、将棋、一般参加

10月28日（日）
� お茶会� 午後１時～� あぐり情報ステーション１階ロビー� 茶道

� 舞台発表� 午前9時30分～午後4時15分�あぐり情報ステーション�詩吟･舞踊･民謡･民踊･吟剣詩舞･コーラス･郷土芸能･大正琴･箏曲

■問合せ先
市教育委員会　生涯学習課
笛吹市文化祭担当�（石倉・望月）
☎０５５(２６３)７９５９

芸　能
フェスティバル

作品部門では10月12日(金)まで作品を募集しています。
■応募資格　石和町に在住（勤務）している方

■応募・問合せ先
笛吹市石和町文化協会　展示部門責任者　畑野　　☎０５５(２６２)６１２８
笛吹市スコレーセンター生涯学習課地域教育担当　☎０５５(２６３)７９５９

10月27日（土）

� 開祭式� 午前９時～� 御坂西小体育館�

� 芸能発表会� 午前９時20分～� 御坂西小体育館� コーラス・舞踊・吟詠・大正琴・民謡

� お茶会� 午前９時～午後４時� 農村センター和室� 茶道

� バザー� 午前10時～� 農村センターロビー� 消費生活研究会

�
作品展示

��
農村センター

��

� 菊花展� 午前9時～午後5時（2８日は午後２時まで）� 御坂西小体育館前� 菊花

10月28日（日）� 親善囲碁大会� 午前９時～� 農村センター和室� 囲碁

11月1０日（土）�ダンスパーティー�午後６時～� 農村センターホール� 社交ダンス

■問合せ先　御坂支所　地域課　文化祭担当　☎０５５(２６２)２２７１

午前９時～午後５時
（28日は午後３時まで）10月27日（土）

～28日（日）

11月３日（土）�� 午前９時～
�

11月３日（土）� 作品展示� 午前９時～午後３時30分

�

11月３日（土）

�
囲碁�

�

�
将棋� 午前９時～午後４時

� お茶会� 午前10時～午後３時�� 茶道部

■問合せ先　一宮支所地域課　文化祭担当　☎０５５３(４７)１１１１

�
作品展示� 午前９時～午後３時30分�若彦路ふれあいセンター

�

11月11日（日）

� 合同発表� 午前９時～午後４時� 八代総合会館� 詩吟・舞踊・コーラス・大正琴・歌謡・ダンス・伝統文化こども日本舞踊

� 囲碁� 午後12時30分開始� 碁会所� 一般参加　自由

� 茶道� 午前10時～午後４時� 八代総合会館� 一般参加　自由

� �将棋� 午後１時開始� 若彦路ふれあいセンター� 一般参加・小・中学生　自由

10月５日（金）�
盆栽展

� 午前９時～午後５時�
若彦路ふれあいセンター

～７（日）�� （7日は午後４時まで）

11月下旬� 軽音楽の夕べ� 午後７時予定� 八代総合会館

俳句・川柳・書道・美術・写真・短歌・華道・陶芸・パッ
チワーク・ちぎり絵・レザークラフト・フラワーデザ
イン・絵手紙・小、中、保育園作品

11月10日（土）
～11月11日（日）

作品発表及び芸能発表を希望する方は、１０月末までにご連絡ください。

■応募先　八代町文化協会会長�金井芳智�☎０５５(２６５)２３２６　　■問合せ先　八代総合会館�文化祭担当�☎０５５(２６５)４０１１

境川スポーツセンター
体育館　及び
境川総合会館

俳句・短歌・川柳・絵画・書道・写真・盆栽・茶道・囲碁
陶芸・手芸・押花・きり絵・煎茶・絵手紙・その他団体

�
作品展示

�

���

10月27日（土）� 囲碁大会� 午前９時～午後５時� 境川総合会館� 一般参加

10月27日（土）� 芸能発表� 午後１時～午後４時� 境川スポーツセンター体育館� 詩吟・邦楽・舞踊・大正琴・コーラス・その他団体

10月28日（日）� 表彰式� 午前11時30分� 境川スポーツセンター体育館�文化功労者・文化協会表彰・文化祭優秀作品表彰

10月28日（日）� 体育大会� 午前８時～午後３時� 境川スポーツセンターグラウンド�一般町民・体協・保育園・小中学校・消防団・朗和会

10月27日（土）
～10月28日（日）

午前９時～午後５時
（28日は午後２時30分まで）

■問合せ先　境川総合会館　文化祭担当　☎０５５(２６６)２０１４

■問合せ先　春日居支所　地域課　文化祭担当　☎０５５３(２６)３１１１　

午前９時～午後５時
（28日は午後４時まで）

午前９時受付
午前９時30分開始

学びの杜みさか
視聴覚室

御坂西小体育館

御坂農村環境改善
センター２階研修室

御坂農村環境改善
センター１階和室

御坂西小体育館

スコレーセンター
１階�集会室

スコレーセンター
1階　集会室

スコレーセンター
１階�ロビー�集会室

2階アートギャラリー

スコレーセンター１・２階�和室

スコレーセンター１階�ロビー

スコレーセンター１階�集会室

スコレーセンター
１階�集会室

期　日 催　物 時　間 会　場 内容

期　日 催　物 時　間 会　場 部門など

期　日 催　物 時　間 会　場 部門など

前夜祭
ダンスパーティー

期　日 催　物 時　間 会　場 部門など

華道・絵画・俳句・短歌・川柳・陶芸・盆栽・郷土研究
手芸・彫金・生涯学習課主催子ども週末講座「生け
花教室」（11月3日～4日）

日本刀保存研究・写真・書道

邦楽・三味線・コーラス・マンドリン・舞踊・朗読
詩舞吟詠・石和第1保育所・石和北小学校・石和中学
校・笛吹少年少女合唱団

押し花・絵画・華道・郷土研究・古文書・書道・写真
手芸・川柳・短歌・俳句・ちぎり絵
陶芸・版画・盆栽�など

いちのみや桃の里
ふれあい文化館
多目的ホール

文化協会表彰・芸能発表開会式（コーラス･詩吟
筝曲・舞踊・郷土史・保育園太鼓部・中学校ブラス
バンド）

いちのみや桃の里ふれあい文化館

いちのみや桃の里
ふれあい文化館�和室

いちのみや桃の里
ふれあい文化館会議室

いちのみや桃の里ふれあい文化館�和室

水石・盆栽

▽参加資格
町内居住者（小・中学生を含む）、勤務者

▽参加資格
町内居住者（一般･学生を含む）、勤労者

開会式典
芸能発表

期　日 催　物 時　間 会　場 部門など

いちのみや桃の里
スポーツ公園

絵画・華道・郷土史・写真・書道・菊花・川柳・短歌
俳句･無線クラブ・福寿会・保育園部会・農業者会議
パッチワーク

期　日 催　物 時　間 会　場 部門など

期　日 催　物 時　間 会　場 部門など

スコレーダンス
一般参加者

10月26日（金）
～10月28日（日）
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県
立
博
物
館
で
は
、
富
士
山
世
界
文
化

遺
産
の
暫
定
リ
ス
ト
登
載
を
記
念
し
て
、

﹁
北
斎
と
広
重
　
ふ
た
り
の
冨
嶽
三
十
六

景
﹂
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
時
間
と
場
所
に
よ
っ
て
移
り
変
わ
る
富

士
の
姿
。
ふ
た
り
の
富
士
図
を
比
較
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
富
士
に
対
す
る
思
い

や
イ
メ
ー
ジ
を
探
り
ま
す
。

　
ま
た
、
描
き
込
ま
れ
た
名
所
旧
跡
、
村

落
の
暮
ら
し
、
旅
の
風
俗
、
季
節
感
な
ど
、

江
戸
時
代
の
文
化
や
暮
ら
し
も
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
10
月
13
日︵
土
︶〜
11
月
18
日︵
日
︶

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

︵
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
︶

▽
休
館
日
　
10
月
22
日︵
月
︶・
29
日︵
月
︶、

　
11
月
５
日
︵
月
︶
・
12
日
︵
月
︶

■
場
所

　
県
立
博
物
館
　
企
画
展
示
室

■
料
金

　
一
　
般
　
　
　
　
１
０
０
０
円

　
高
校
・
大
学
生
　
　
５
０
０
円

　
小
・
中
学
生
　
　
　
２
６
０
円

[

関
連
イ
ベ
ン
ト]

特
別
展
お
も
し
ろ
講
座
﹁
飛
び
出
す
浮
世

絵
を
作
っ
て
、
特
別
展
の
隠
れ
た
秘
密
を

探
る
﹂

■
日
時
　
11
月
３
日
︵
土
︶

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　

■
申
込
　
不
要

　
た
だ
し
、
企
画
展
観
覧
券
が
必
要
で
す
。

か
い
じ
あ
む
こ
ど
も
工
房

﹁
浮
世
絵
を
す
っ
て
み
よ
う
！
﹂

■
日
時
　
10
月
13
日︵
土
︶、
11
月
17
日︵
土
︶

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時

■
申
込
　
不
要

か
い
じ
あ
む
講
座

﹁
北
斎
と
広
重
の
富
士
﹂

　
井
澤
英
理
子
︵
同
館
学
芸
員
︶

■
日
時

　
10
月
21
日
︵
日
︶

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

■
申
込
　
不
要

学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

■
日
時

　
10
月
20
日
︵
土
︶
・
28
︵
日
︶
、
11
月
4
日

︵
日
︶
・
11
日
︵
日
︶

　
午
後
1
時
30
分
〜
２
時

■
申
込
　
不
要

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
０
５
５
︵
２
６
１
︶２
６
３
１



　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
に
保
管

さ
れ
て
い
る
大
正
時
代
以
前
の
﹁
武
者

飾
り
﹂
・
﹁
鯉
幟
﹂
・
﹁
甲
州
凧
﹂
の
所
在

確
認
調
査
を
し
て
い
ま
す
。
﹁
武
者
飾
り
﹂

な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
、
文
化
財
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課

☎
０
５
５︵
２
６
５
︶４
８
５
２

　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
で
は
、
能

力
開
発
講
座
を
開
き
ま
す
。

○
接
遇
・
応
対
の
た
め
の
英
会
話

■
日
時︵
６
日
間
︶

　
11
月
８
日︵
木
︶・
９
日︵
金
︶・
12
日︵
月
︶・

13
日︵
火
︶・
15
日︵
木
︶・
16
日︵
金
︶

　
午
後
６
時
〜
９
時

■
定
員
　
20
人

■
受
講
料

　
２
１
０
０
円
︵
テ
キ
ス
ト
代
別
︶

■
受
付
期
間

　
９
月
７
日︵
金
︶〜
11
月
１
日︵
木
︶

○
エ
ク
セ
ル
︵
基
礎
・
応
用
︶

■
日
時︵
12
日
間
︶

▽
基
礎
　
11
月
26
日
︵
月
︶
・
27
日
︵
火
︶
・

29
日︵
木
︶・
30
日︵
金
︶、
12
月
３
日︵
月
︶・

４
日︵
火
︶

　
午
後
６
時
〜
９
時

▽
応
用
　
12
月
６
日
︵
木
︶
・
７
日
︵
金
︶
・

10
日
︵
月
︶
・
11
日
︵
火
︶
・
13
日
︵
木
︶
・

14
日︵
金
︶

　
午
後
６
時
〜
９
時

■
対
象
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

■
定
員
　
20
人

■
受
講
料

　
４
２
０
０
円
︵
テ
キ
ス
ト
代
別
︶

■
受
付
期
間

　
９
月
26
日︵
水
︶〜
11
月
19
日︵
月
︶

■
全
講
座
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
☎
０
５
５
３︵
３
２
︶５
２
０
２

　
明
治
40
年
の
大
水
害
か
ら
１
０
０
年
の

今
年
、
風
水
害
誌
を
発
刊
し
ま
す
。
こ
れ

を
記
念
し
て
、
当
時
の
水
害
被
害
状
況
写

真
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

■
日
時

　
10
月
12
日
︵
金
︶
〜
14
日
︵
日
︶

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
︵
１
階
ロ
ビ
ー
・

２
階
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︶

■
内
容

・
対
岸
へ
救
助
連
絡
を
す
る
た
め
に
障

子
に
書
い
た
﹁
米
キ
タ
・
ア
ス
ヤ
ル
﹂

︵
明
治
40
年
作
成
︶

・
明
治
40
年
大
水
害
市
内
災
害
状
況
写

真
ほ
か

■
問
合
せ
先
　

　
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課

　
☎
０
５
５
︵
２
６
５
︶
４
８
５
２

　　
峡
東
林
務
環
境
事
務
所
及
び
峡
東
地

区
特
用
林
産
協
会
が
、
﹁
野
生
き
の
こ
鑑

定
会
﹂
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
師
と
し
て
、
野
生
き
の
こ
の
生
態

や
見
分
け
方
な
ど
の
幅
広
い
見
識
を
持

ち
、
﹁
森
の
き
の
こ
た
ち
﹂
﹁
山
梨
の
き

の
こ
﹂
の
著
者
で
も
あ
る
山
梨
県
森
林

総
合
研
究
所
の
柴
田
尚
研
究
員
を
お
招

き
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
持
参
し
た
き
の
こ
の
鑑
定

を
行
い
ま
す
の
で
、
採
取
し
た
き
の
こ

が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
昨

年
は
75
種
類
の
き
の
こ
︵
内
18
種
類
が

毒
き
の
こ
︶
が
集
ま
り
ま
し
た
。

■
日
時

　
10
月
10
日
︵
水
︶午
前
10
時

■
場
所

　
杜
の
交
流
館
︵
峡
東
森
林
組
合
︶

甲
州
市
塩
山
赤
尾
４
５
３
︱
１

︵
Ｊ
Ｒ
塩
山
駅
か
ら
徒
歩
５
分)

　
☎
０
５
５
３
︵
３
３
︶２
９
０
１

■
内
容

▽
研
修
室
で
講
習
会

▽
野
外
テ
ン
ト
で
き
の
こ
鑑
定
会

▽
勝
沼
産
生
し
い
た
け
直
売

※
き
の
こ
の
採
取
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
申
込
　
不
要

■
主
催

　
峡
東
林
務
環
境
事
務
所
・
峡
東
地
区
特

用
林
産
協
会

■
問
合
せ
先

　
峡
東
林
務
環
境
事
務
所

　
森
づ
く
り
推
進
課

　
林
業
自
然
保
護
担
当

︵
担
当
　
本
多
︶

　
☎
０
５
５
３︵
２
０
︶２
７
２
１

　
歩
か
な
け
れ
ば
見
る
こ
と
が
出
来
な
い

素
晴
ら
し
い
夜
景
と
星
空
。

　
家
で
は
味
わ
え
な
い
お
い
し
い
パ
ン
を

石
釜
で
作
り
ま
す
。

■
日
程

　
10
月
13
日︵
土
︶〜
14
日︵
日
︶

※
雨
天
時
は
登
山
中
止
。
夕
方
に
集
合

し
、
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
料
理
を
作
り

ま
す
。

■
場
所

　
大
和
自
然
学
校
、
大
菩
薩
峠

■
内
容
　

▽
１
日
目

薫
製
作
り︵
塩
漬
け)

大
菩
薩
登
山

▽
２
日
目
　

天
然
酵
母
パ
ン
と
石
釜
料
理

薫
製
作
り

■
対
象

一
般
、
親
子
︵
登
山
は
小
学
校
高
学
年

以
上
が
対
象
で
す
。
低
学
年
以
下
の

お
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
︶

■
定
員

　
30
人︵
最
小
催
行
人
数
10
人
︶

■
参
加
費

　
大
　
人
　
　
　
１
万
円

　
子
ど
も
　
７
５
０
０
円

※
日
帰
り
参
加︵
１
日
︶　

大
人
　
　
２
０
０
０
円

子
ど
も
　
１
０
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
甲
斐
の
国
　
大
和
自
然
学
校

　
☎
０
１
２
０︵
５
８
０
︶１
３
９

　︵
担
当
　
市
川
︶

歌
川
広
重﹁
冨
士
三
十
六
景
　
甲
斐
御
坂
峠
﹂
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高
齢
者
の
方
の
不
安
や
家
族
の
不
安
を

少
し
で
も
軽
く
し
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
、
豊
か
な
老
後
を

過
ご
せ
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

■
利
用
者
の
範
囲

▽
市
内
に
住
所
を
有
す
る
、
概
ね
65
歳

以
上
の
方

▽
ひ
と
り
で
い
る
の
で
、
な
か
な
か
人

と
話
す
機
会
が
な
い
高
齢
者
の
方

▽
寒
い
時
季
に
な
る
と
家
か
ら
出
に
く

く
な
る
と
い
っ
た
不
安
を
お
持
ち
の

高
齢
者
の
方

▽
「
高
齢
者
を
ひ
と
り
に
し
て
お
く
の

が
心
配
」
と
い
っ
た
不
安
を
お
持
ち

の
家
族
の
方
の
意
向
に
よ
る
な
ど

■
施
設
概
要

　
▽
所
在
地
住
所

　
　
笛
吹
市
芦
川
町
鶯
宿
４
６
６
―
１

　
▽
居
室

全
室
個
室
（
１
人
部
屋
）
６
室

備
付
備
品
　
ベ
ッ
ド
・
炬
燵
・
テ
レ

ビ
・
冷
蔵
庫
・
電
話

　
▽
共
用
部
分

食
堂
・
リ
ビ
ン
グ
・
浴
室
・
ト
イ
レ
・

洗
濯
室
・
調
理
場

※
洗
濯
室
に
は
、
自
由
に
利
用
で
き
る

乾
燥
機
付
き
の
洗
濯
機
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

※
共
用
部
分
の
清
掃
な
ど
は
、
利
用
者

に
協
力
し
て
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
利
用
料
金
　
　

利
用
す
る
に
あ
た
り
、
施
設
利
用
料
と

費
用
負
担
金
が
か
か
り
ま
す
。

▽
費
用
負
担
金

・
１
日
あ
た
り
＠
８
０
０
円

[

内
訳]

部
屋
代
５
０
０
円
　
日
用
品
費
50
円

光
熱
水
費
１
５
０
円

そ
の
他
（
電
話
基
本
料
金
の
分
割
及
び

日
用
品
の
不
足
分
）
１
０
０
円

・
１
カ
月
あ
た
り
２
万
４
０
０
０
円

（
＠
８
０
０
円
×
30
日
）

■
そ
の
他

・
電
話
の
通
話
料
（
電
話
を
か
け
た
場

合
）
は
、
利
用
者
負
担
（
実
費
）
で

す
。

・
食
費
や
居
室
で
使
用
す
る
消
耗
品
な

ど
は
、
全
額
利
用
者
負
担
で
す
。

・
本
施
設
の
入
居
者
数
は
６
人
が
規
定

人
数
で
す
。

　
　
施
設
の
運
営
上
、
申
込
に
よ
り
、

入
所
者
数
が
４
人
未
満
の
場
合
は
、

入
所
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

■
入
所
ま
で
の
流
れ

申
込
み
↓
利
用
者
審
議
委
員
会
に
よ
る

審
査
↓
利
用
決
定
の
通
知
↓
入
所
説
明

会
（
面
接
）
↓
入
所

■
申
込
方
法
　

　
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
在
宅
介
護

支
援
課
と
保
健
福
祉
部
福
祉
総
務
課
福

祉
総
務
担
当
に
用
意
し
て
あ
る
申
請
書

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　
10
月
22
日（
月
）〜
11
月
21
日（
水
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

・
社
会
福
祉
法
人
　
笛
吹
市
社
会
福
祉
協

議
会
　
在
宅
介
護
支
援
課

笛
吹
市
八
代
町
南
3
2
6
番
地
１

☎
０
５
５（
２
６
５
）５
１
８
２

・
保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課
　
福
祉
総

務
担
当

笛
吹
市
石
和
町
市
部
8
0
0

☎
０
５
５（
２
６
５
）１
２
７
１

　
福
祉
会
館
で
は
、
会
館
の
入
館
受
付
や

管
理
業
務
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
内
容

　
▽
協
力
員

土
・
日
・
祝
祭
日

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
▽
管
理
員

月
・
水
・
木
・
金
の
午
後
５
時
〜
閉

館
時
間

土
・
日
・
祝
祭
日

午
前
８
時
30
分
〜
閉
館
時
間

■
閉
館
時
間
　

４
月
〜
９
月
　
午
後
８
時

10
月
〜
３
月
　
午
後
７
時

■
資
格
　

▽
責
任
を
も
っ
て
業
務
を
行
え
る
方

▽
業
務
上
の
秘
密
を
厳
守
で
き
る
方

※
謝
礼
・
賃
金
な
ど
処
遇
に
つ
い
て
は

別
途
相
談

■
問
合
せ
先
　
春
日
居
福
祉
会
館

　
☎
０
５
５
３
（
２
６
）
３
６
６
７

　①
セ
ミ
ナ
ー
（
女
性
求
職
者
向
け
、
一
般

求
職
者
向
け
の
２
種
類
の
セ
ミ
ナ
ー
が

あ
り
ま
す
）

■
日
時
　
11
月
６
日（
火
）・
７
日（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
内
容

　
応
募
書
類
の
書
き
方
・
面
接
対
策
な
ど

■
定
員

　
各
セ
ミ
ナ
ー
30
人
（
要
申
込
）

■
場
所
　
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）�

　
甲
府
市
朝
気
１
―
２
―
２

②
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

■
日
時
　
11
月
８
日（
木
）・
９
日（
金
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
内
容
　
個
別
就
職
相
談
（
１
人
約
50
分
）

■
定
員
　
32
人
（
要
申
込
）

■
場
所
　
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）

　
甲
府
市
朝
気
１
―
２
―
２

③
ガ
イ
ダ
ン
ス

■
日
時
　
11
月
15
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
内
容

　
求
職
者
と
企
業
の
合
同
就
職
面
接
会

■
場
所
　
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

　
甲
府
市
丸
の
内
１
―
１
―
17

■
対
象
者

①
②
③
と
も
女
性
求
職
者
及
び
中
高
年

齢
者
を
含
む
一
般
求
職
者

■
参
加
費
　
無
料

■
問
合
せ
先

県
労
政
雇
用
課
　
労
働
福
祉
担
当

☎
０
５
５
（
２
２
３
）１
５
６
３

　
平
成
19
年
度
自
衛
官
医
科
・
歯
科
幹
部

の
採
用
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
試
験
日

　
11
月
16
日（
金
）

■
願
書
配
布
・
受
付
期
間

　
10
月
１
日（
月
）〜
26
日（
金
）

■
募
集
人
数

医
科
・
歯
科
幹
部
　
約
10
人

（
陸
・
海
・
空
合
わ
せ
て
）

■
採
用
要
件

医
師
・
歯
科
医
師
の
免
許
を
取
得
し
て

い
る
方

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

甲
府
募
集
案
内
所

☎
０
５
５（
２
２
８
）６
４
２
７

　
在
宅
介
護
を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　
10
月
31
日（
水
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
場
所

　
ホ
テ
ル
甲
斐
路

■
対
象

　
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
方

■
内
容
　

▽
認
知
症
理
解
に
向
け
た
「
あ
し
た
葉

劇
団
」
の
演
劇

▽
保
健
師
・
介
護
福
祉
士
へ
の
個
別
介

護
相
談

▽
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
介
護
保
険
相

談
▽
入
浴
と
食
事

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法

お
住
ま
い
の
地
域
の
社
会
福
祉
協
議
会

ま
た
は
同
協
議
会
本
所
に
、
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
本
所
）

☎
０
５
５（
２
６
５
）５
１
８
２

�区分� 対象収入による階層区分� 利用者負担（月額）

� Ａ� 120万円　以下� 0円

� Ｂ� 120万１円～130万円� 4千円

� Ｃ� 130万１円～140万円� 7千円

� Ｄ� 140万１円～150万円� 1万円

� Ｅ� 150万１円～160万円� 1万3千円

� Ｆ� 160万１円～170万円� 1万6千円

� Ｇ� 170万１円～180万円� 1万9千円

� Ｈ� 180万１円～190万円� 2万2千円

� Ｉ� 190万１円～200万円� 2万5千円

� Ｊ� 200万１円　以上� 3万円

▽施設利用料　収入により、負担額が決定します。
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☎０５５（２６１）１９０１

☎０５５（２６２）２２７１

☎０５５３（４７）１１１１

☎０５５（２６５）２１１１

☎０５５（２６６）２１１１

☎０５５３（２６）３１１１

☎０５５（２９８）２１１１

保健福祉部健康づくり課

御坂支所

一宮支所

八代支所

境川支所

春日居支所

芦川支所

■問合せ先 ＊
対
象
者
に
は
、
予
診
票
、
契
約
医
療
機

関
な
ど
の
詳
し
い
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

接
種
時
期
等
の
内
容
を
よ
く
確
認
し
、

契
約
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

＊
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
方
、
予

診
票
の
な
い
方
は
、
各
支
所
の
保
健
師

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

通知対象者

Ｂ Ｃ Ｇ

三種混合1期初回・追加

（ジフテリア・百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合 1期

二 種 混 合 2 期

（ ジ フ テ リ ア・破 傷 風 ）

日 本 脳 炎 1 ・ 2 期

予防接種名

平成19年7月生まれ

平成18年10月生まれ

平成８年10月生まれ

現在見合わせています

　
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
に
対
し
、

紙
お
む
つ
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
期
間

　
平
成
19
年
４
月
１
日
︵
日
︶
か
ら
９
月

30
日
︵
日
︶
ま
で
の
前
期
分
で
す
。

︵
在
宅
福
祉
を
支
援
す
る
制
度
の
た
め
、

入
院
や
介
護
保
険
施
設
の
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
、
ミ
ド
ル
ス
テ
イ
の
期
間
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
︶

　
１
カ
月
の
う
ち
15
日
以
上
在
宅
期
間

が
あ
れ
ば
、
支
給
対
象
月
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
者

　
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国

人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
平
成

19
年
度
市
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
に

属
す
る
方
で
、
次
の
項
目
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
。

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
尿
失
禁
な

ど
の
た
め
、
常
時
紙
お
む
つ
を
使
用

し
て
い
る
方
。

②
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受
け
て
お

り
、
尿
失
禁
な
ど
の
た
め
、
常
時
紙

お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
方
。

③
重
度
心
身
障
害
者
︵
身
体
障
害
者
手

帳
１
、
２
級
︶
で
あ
り
、
常
時
紙
お

む
つ
を
使
用
し
て
い
る
方
。

※
﹁
紙
お
む
つ
﹂
と
は
、
お
む
つ
型
、

パ
ン
ツ
タ
イ
プ
の
こ
と
で
す
。
尿
と

り
パ
ッ
ト
の
み
の
使
用
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

※
①
と
③
の
尿
失
禁
に
つ
い
て
は
、
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
認
定
調

査
表
で
確
認
し
、
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
担
当
者
が
訪
問
し
、
状
況
確

認
を
し
ま
す
。

■
助
成
金
額
　
１
カ
月
　
４
０
０
０
円

■
申
請
期
間
　
10
月
１
日︵
月
︶〜
15
日︵
月
︶

　
申
請
に
は
、
紙
お
む
つ
の
領
収
書
︵
日

付
、
品
名
、
金
額
が
明
記
さ
れ
て
い
る

レ
シ
ー
ト
で
も
結
構
で
す
︶
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
ま
た
は
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
高
齢
福
祉
課
　
高
齢
者

福
祉
担
当

☎
０
５
５
︵
２
６
１
︶１
９
０
２

ま
た
は
各
支
所
の
住
民
課
︵
芦
川
支
所

は
地
域
住
民
課
︶
　

　
﹁
や
さ
し
さ
と
、
じ
ょ
う
ぶ
な
体
で
、

ま
ち
づ
く
り
﹂
を
テ
ー
マ
に
、
石
和
福
祉

健
康
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
日
時

　
11
月
11
日︵
日
︶午
前
９
時
〜
11
時
30
分

■
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

■
内
容

▽
笛
吹
市
赤
十
字
奉
仕
団
石
和
分
団
﹁
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
﹂

▽
各
種
団
体
模
擬
店
コ
ー
ナ
ー

▽
地
域
交
流
の
輪
投
げ
大
会
な
ど

■
主
催

　
第
24
回
石
和
福
祉
健
康
ま
つ
り
実
行

委
員
会
・
笛
吹
市
赤
十
字
奉
仕
団
石

和
分
団

■
共
催

笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
石
和
・
石

和
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

■
問
合
せ
先

・
石
和
福
祉
健
康
ま
つ
り
に
つ
い
て

　
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
石
和

　
☎
０
５
５︵
２
６
２
︶１
２
６
７

・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
に
つ
い
て

　
保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課

　
福
祉
総
務
担
当

　
☎
０
５
５︵
２
６
２
︶１
２
７
１

　
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
を
目

的
に
﹁
笛
吹
ち
び
っ
こ
ま
つ
り
﹂
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
日
ご
ろ
の
子
育
て
の
悩
み
や
不
安

の
解
決
策
も
き
っ
と
見
つ
か
る
と
思

い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
10
月
24
日︵
水
︶

　
午
前
10
時
〜
11
時
45
分

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
内
容

・
親
子
リ
ズ
ム
遊
び

・
食
育
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

・
子
育
て
支
援
団
体
に
よ
る
遊
び

の
広
場
コ
ー
ナ
ー

・
子
育
て
相
談

・
食
育
相
談
な
ど

■
対
象
者
　
市
内
在
住
の
親
子

■
主
催
　
笛
吹
市

■
共
催
　
市
内
子
育
て
支
援
団
体

■
問
合
せ
先
　
福
祉
保
健
部

　
児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当

　
☎
０
５
５︵
２
６
１
︶１
９
０
４

　
乳
が
ん
に
な
る
人
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

女
性
の
30
〜
60
歳
代
前
半
の
が
ん
死
亡

率
の
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

早
期
に
発
見
し
て
適
切
な
治
療
を
受
け

た
場
合
の
治
癒
率
は
90
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
と
高
く
、
﹁
治
せ
る
病
気
﹂
と
も
い
え

ま
す
。

　
早
期
発
見
の
基
本
は
、
定
期
的
に
検

診
を
受
け
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
自
己
検

診
を
習
慣
化
す
る
こ
と
で
す
。

　
乳
が
ん
は
自
分
で
早
期
発
見
す
る
こ

と
が
可
能
な
が
ん
で
す
。
普
段
か
ら
自

分
の
乳
房
の
状
態
を
よ
く
観
察
し
、
毎

月
１
回
は
自
分
で
乳
房
の
し
こ
り
や
異

常
を
調
べ
ま
し
ょ
う
。

　
し
こ
り
の
す
べ
て
が
、
が
ん
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
何
か
異
常
が
あ
っ
た
ら

乳
が
ん
検
診
を
待
た
ず
に
、
医
療
機
関
︵
乳

腺
外
科
︶
に
相
談
を
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。



①
毎
月
、
日
を
決
め
て
定
期
的
に
行
い

ま
し
ょ
う
。
適
し
て
い
る
の
は
月
経

が
終
わ
っ
て
一
週
間
の
間
で
す
。
閉

経
後
の
人
は
、
誕
生
日
と
同
じ
日
な
ど
、

日
を
決
め
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
明
る
い
部
屋
で
、
乳
房
の
形
・
色
・

ひ
き
つ
れ
・
く
ぼ
み
・
左
右
の
乳
房

の
位
置
を
観
察
し
ま
し
ょ
う
。
腕
を

上
げ
た
状
態
と
下
げ
た
状
態
で
行
い

ま
し
ょ
う
。

③
指
先
で
軽
く
押
さ
え
る
よ
う
に
乳
房

全
体
を
触
り
ま
し
ょ
う
。
小
さ
な
円

を
描
く
よ
う
に
隅
々
ま
で
優
し
く
指

を
滑
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
左
右
、
上
げ

た
状
態
と
下
げ
た
状
態
で
行
い
ま
し

ょ
う
。

④
乳
頭
か
ら
分
泌
物
が
出
て
い
な
い
か
、

た
だ
れ
て
い
な
い
か
、
わ
き
の
下
の

し
こ
り
の
有
無
に
つ
い
て
も
触
っ
て

調
べ
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
乳
が
ん
検
診
を
﹁
総
合
健
診
﹂

と
、
病
院
で
受
け
て
い
た
だ
く
﹁
施
設

検
診
﹂
に
お
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課

　
☎
０
５
５
︵
２
６
１
︶１
９
０
１

　
ま
た
は
各
支
所
の
保
健
師

　
今
春
の
県
内
に
お
け
る
は
し
か
の
流
行

を
振
り
返
り
、
医
療
・
保
健
・
保
育
・
教

育
関
係
者
が
、
現
状
と
今
後
の
は
し
か
排

除
の
課
題
に
つ
い
て
討
論
し
ま
す
。

■
日
時

　
10
月
14
日︵
日
︶

　
午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所

　
山
梨
大
学
医
学
部

　
臨
床
大
講
堂

■
入
場
料
　
無
料

■
申
込
　
不
要

■
問
合
せ
先

・
山
梨
厚
生
病
院
小
児
科

　
☎
０
５
５
３︵
２
３
︶１
３
１
１

・
山
梨
大
学
医
学
部
小
児
科

　
☎
０
５
５︵
２
７
３
︶９
６
０
６
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現
在
、
受
益
者
負
担
金
を
分
割
で
お
支

払
中
の
方
は
、
分
割
納
付
か
ら
一
括
納
付

へ
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
分
割
納

付
の
場
合
、
年
４
回
支
払
い
で
報
奨
金
が

付
き
ま
せ
ん
が
、
一
括
納
付
の
場
合
、
ま

と
め
て
お
支
払
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
報

奨
金
が
つ
き
ま
す
。

■
変
更
可
能
な
方
の
条
件

　
①
過
年
分
の
未
納
が
な
い
方

　
平
成
20
年
度
以
降
の
受
益
者
負

担
金
の
支
払
を
一
括
納
付
で
希
望

す
る
場
合
は
、
平
成
19
年
度
分
を

含
む
、
過
去
に
未
納
が
な
い
方
に

限
ら
れ
ま
す
。

　
「
支
払
い
済
み
か
ど
う
か･

･
･

？
」

な
ど
、
ご
不
明
な
点
は
、
下
水
道

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
６
月
１
日
〜
14
日
ま
で
に
完
納
で
き

る
方

　
一
括
納
付
は
6
月
1
日
〜
14
日

ま
で
と
、
条
例
で
納
付
期
間
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
1
日
で
も
過
ぎ

た
場
合
、
報
奨
金
の
つ
か
な
い
分
割

納
付
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
変
更
の
手
続
き

　
手
続
き
は
、
電
話
で
公
営
企
業
部

下
水
道
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
お
名
前
や
通
知
書
番
号
（
ま

た
は
受
益
者
番
号
）
、
ま
た
過
去
に
未

納
が
な
い
か
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
下
水
道
受
益
者
負
担
金
を
お
支
払
い

い
た
だ
い
て
い
る
方
の
住
所
や
、
そ
の

対
象
と
な
る
土
地
の
所
有
者
に
変
更
が

あ
る
場
合
は
、
必
ず
届
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
受
益
者
決
定
後
、
負
担
金
納
付
の
途
中

で
売
買
・
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
受
益
者

の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
新
受
益
者
に

旧
受
益
者
の
負
担
金
納
付
が
引
き
継
が
れ

ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
届
出
が
な
い
場
合
は
旧

受
益
者
に
引
き
続
き
お
支
払
い
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
な
お
、
届
出
書
は
下
水
道
課
及
び
各
支

所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

公
営
企
業
部
　
下
水
道
課

☎
０
５
５
３(

２
６)

５
５
４
７

　　
下
水
道
の
本
管
が
布
設
さ
れ
、
居
住
地

が
公
共
下
水
道
処
理
区
域
内
に
な
っ
た
方

は
、
「
水
洗
便
所
等
に
関
す
る
改
造
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
」
を
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

■
対
象
工
事

　
居
住
地
が
処
理
区
域
に
な
っ
た
日

か
ら
３
年
以
内
に
完
了
す
る
公
共
下

水
道
へ
接
続
す
る
宅
内
排
水
設
備
の

改
造
工
事

■
貸
付
金
額

　
50
万
円
以
内
（
１
万
円
単
位
）

　　
た
だ
し
、
対
象
と
な
る
の
は
次
の
条
件

を
す
べ
て
満
た
せ
る
方
で
す
。

■
貸
付
条
件

▽
法
人
で
な
い
個
人
の
方

▽
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

▽
連
帯
保
証
人
（
市
内
在
住
）
が
い
る

方
▽
建
物
所
有
者
ま
た
は
建
築
物
所
有
者

の
同
意
を
得
た
使
用
者

▽
貸
付
金
を
受
け
た
資
金
の
償
還
能
力

の
あ
る
方

（
連
帯
保
証
人
の
条
件
）

▽
市
内
に
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る
方

▽
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

▽
弁
済
の
能
力
を
お
持
ち
の
方

■
返
済
に
つ
い
て

▽
返
済
期
間
　
36
カ
月
以
内

▽
返
済
方
法
　
貸
付
の
翌
月
か
ら
、
口

座
自
動
振
替
に
よ
り
元
金
均
等
償
還

▽
利
子
補
給
　
年
利
７
％
以
内
は
、

市
が
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。
た

だ
し
、
延
滞
利
息
は
申
請
者
負
担

と
な
り
ま
す
。

■
申
請
方
法

　
公
営
企
業
部
下
水
道
課
総
務
担
当
窓

口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
時
に
提
出
す
る
も
の

・
改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
申
請
書

（
下
水
道
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す)

・
納
税
証
明
書

（
申
請
者
及
び
連
帯
保
証
人
）

■
提
出
期
限

　
排
水
設
備
工
事
の
着
工
前
ま
で

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
公
営
企
業
部
　
下
水
道
課
　
総
務
担
当

　
☎
０
５
５
３（
２
６
）５
５
４
７

　
「
緊
急
地
震
速
報
」
は
、
震
源
近
く
で

地
震
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
大
き
な
揺
れ
が
迫

っ
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
情
報
で

す
。

　
震
度
５
弱
以
上
が
推
定
さ
れ
る
場
合
に
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
速
報
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。
こ
の
情

報
を
聞
い
て
、
大
き
な
揺
れ
が
始
ま
る
前

に
身
を
守
る
た
め
の
行
動
を
と
る
こ
と
に

よ
り
、
地
震
被
害
の
軽
減
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

■
問
合
せ
先

・
甲
府
地
方
気
象
台
　
防
災
業
務
課

☎
０
５
５
（
２
２
２
）
９
１
０
１

・
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/

w
w

w
.jm

a
.g

o
.jp

　
甲
府
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
年
金
記

録
照
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
10
月
16
日
（
火
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

　
午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所
　
笛
吹
市
商
工
会
本
所
（
旧
石
和

町
商
工
会
）
　
　
　
　
　

■
持
ち
物
　
年
金
証
書
、
年
金
手
帳

■
問
合
せ
先

　
甲
府
社
会
保
険
事
務
所

　
☎
０
５
５
（
２
５
２
）１
４
３
１

　
市
で
は
、
料
金
な
ど
の
お
支
払
い
に
口

座
振
替
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。
口
座

振
替
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
に
出
向
く
わ

ず
ら
わ
し
さ
の
な
い
便
利
な
制
度
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法

　
市
指
定
金
融
機
関
に
預
金
口
座
振
替

依
頼
書
が
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

次
の
も
の
を
持
参
の
う
え
、
窓
口
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
▽
持
参
す
る
も
の

①
印
鑑
（
金
融
機
関
取
引
印
）

②
預
貯
金
通
帳

納
入
通
知
書
兼
領
収
書
な
ど
（
お
客

様
の
通
知
書
番
号
が
わ
か
る
も
の
）

▽
市
指
定
金
融
機
関
（
本
店
及
び
各
支
店
）

山
梨
中
央
銀
行

甲
府
信
用
金
庫

山
梨
信
用
金
庫

山
梨
県
民
信
用
組
合

笛
吹
農
業
共
同
組
合

フ
ル
ー
ツ
山
梨
農
業
協
同
組
合

郵
便
局

※
口
座
振
替
依
頼
書
が
用
意
さ
れ
て
い
る

の
は
、
市
内
の
金
融
機
関
の
み
で
す
。

市
外
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
下
水
道
課

ま
た
は
各
支
所
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
公
営
企
業
部
　
下
水
道
課
　
　

　
☎
０
５
５
３（
２
６
）５
５
４
７

　
㈳
山
梨
県
建
築
士
会
石
和
支
部
が
、
県
・

市
・
消
防
署
と
連
携
し
、
住
ま
い
の
地
震

対
策
な
ど
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
木
造
建
物
耐
震
診
断
（
簡
易
診
断
）
の

実
施
や
建
築
物
全
般
に
つ
い
て
の
心
配
事

な
ど
、
地
元
の
一
級
建
築
士
が
ご
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

■
日
時

　
11
月
３
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ

公
園
　
体
育
館
内
・
外

■
相
談
内
容

▽
木
造
建
物
耐
震
簡
易
診
断
の
実
施

▽
建
物
の
地
震
対
策
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の

対
処
方
法
、
建
築
物
で
の
心
配
事
な

ど
▽
電
気
に
関
す
る
何
で
も
相
談

▽
耐
震
補
強
金
物
材
の
紹
介
と
相
談

▽
地
震
時
の
火
災
発
生
に
よ
る
煙
体
験

装
置
（
煙
ハ
ウ
ス
）
や
水
消
火
体
験

装
置
を
体
験

■
問
合
せ
先

　
㈳
山
梨
県
建
築
士
会

　
石
和
支
部
支
部
長
　
天
野
辰
雄

　
☎
０
５
５(

２
６
２)

７
３
９
７
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問
合
せ
先

■�市民環境部
■�御 坂 支 所
■�一 宮 支 所
■�八 代 支 所

ごみ減量課
地 域 課
地 域 課
地 域 課

055（261）2044
055（262）2271
0553（47）1111
055（265）2111

■�境 川 支 所
■�春日居支所
■�芦 川 支 所

地 域 課
地 域 課
地域住民課

055（266）2111
0553（26）3111
055（298）2111

　
秋
の
行
政
相
談
週
間
行
事
の
一
環
と
し

て
、
特
設
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
や
、
行

政
の
仕
組
み
、
手
続
き
に
関
す
る
相
談
を

行
政
相
談
委
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
）�

�

■
日
時
　
10
月
19�

日
（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所
　
笛
吹
市
役
所
３
階
会
議
室
（
旧

議
長
室
）

■
問
合
せ
先

　
市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
生
活
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）
４
１
１
１

　
（
内
線
１
７
１
〜
１
７
３)

��
�

�

■
日
時
　
10
月
20
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
12
時
　
午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所
　
夢
わ
ー
く
山
梨
（
働
く
婦
人
の

家
・
山
梨
市
役
所
西
）
２
階
講
習
室

　

■
相
談
内
容

▽
身
分
関
係
（
相
続
手
続
、
遺
言
書
、

遺
産
分
割
協
議
書
な
ど
）

▽
営
業
許
可
・
免
許
（
建
設
業
、
運
送

業
な
ど
）

▽
法
人
設
立
、
農
地
法
許
可
、
契
約
書
、

示
談
書
な
ど

▽
社
会
保
険
関
係
（
社
会
保
険
労
務
士

が
お
受
け
し
ま
す
）

■
問
合
せ
先

　
山
梨
県
行
政
書
士
会
峡
東
支
部

　
支
部
長
　
渡
辺
秀
雄

　
☎
０
５
５
３
（
２
２
）８
６
３
９

■
日
時

　
10
月
20
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所

　
夢
わ
ー
く
山
梨
（
働
く
婦
人
の
家
・
山

梨
市
役
所
西
）

■
相
談
内
容
　

▽
年
金
や
健
康
保
険
、
労
働
災
害
や
雇

用
保
険

▽
各
種
助
成
金

▽
解
雇
や
賃
金
不
払
い
、
セ
ク
ハ
ラ
な

ど
の
労
働
問
題

▽
労
働
時
間
、
休
日
、
休
暇
な
ど
就
業

規
則

▽
そ
の
他
監
督
署
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
社

会
保
険
事
務
所
に
提
出
す
る
書
類
に

つ
い
て

※
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
社
会
保
険
労
務
士
会
峡
東
支
部

　
支
部
長
　
辻
武
彦

　
☎
０
５
５
３（
４
４
）１
０
８
９

　

�

　
国
・
県
・
市
な
ど
の
行
政
全
般
に
関
す

る
苦
情
、
意
見
、
要
望
な
ど
の
相
談
や
、

行
政
書
士
、
弁
護
士
、
公
証
人
へ
の
法
律

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

�

■
日
時

　
10
月
16
日（
火
）�

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
　
受
付

■
場
所
　
岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館
８
階
ロ
ー

ヤ
ル
ル
ー
ム

（
甲
府
市
丸
の
内
１
―
21
―
15
）

�

■
問
合
せ
先

　
総
務
省
山
梨
行
政
評
価
事
務
所

　
☎
０
５
７
０（
０
９
）０
１
１
０

　
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
家
庭
内
の
も
め
事
な

ど
、
身
近
な
法
律
問
題
で
お
悩
み
の
方
を

対
象
に
、
弁
護
士
を
含
む
民
事
・
家
事
調

停
委
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
な
お
、
ご
相
談
に
つ
い
て
の
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

■
日
時

　
10
月
10
日（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所

　
岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館

　
８
階
ゴ
ー
ル
ド
ル
ー
ム

　（
甲
府
市
丸
の
内
１
―
21
―
15
）

■
相
談
内
容

▽
交
通
事
故
損
害
賠
償
関
係

▽
土
地
・
建
物
の
問
題

▽
貸
金
・
売
買
代
金
・
手
形
関
係

▽
サ
ラ
金
返
済
の
問
題

▽
相
続
の
問
題

▽
夫
婦
・
家
庭
内
紛
争
な
ど

■
問
合
せ
先

　
甲
府
地
方
裁
判
所
事
務
局
　
総
務
課
　

　
庶
務
係

　
☎
０
５
５（
２
３
５
）１
１
３
１

（
内
線
２
５
２
１
）

　｢

ね
こ
の
し
つ
け
方
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
帝
京
科
学
大
学
理
工
学
部
ア
ニ
マ
ル
サ

イ
エ
ン
ス
学
科
加
隈
良
枝
先
生
を
お
招
き

し
、
ね
こ
の
気
持
ち
や
飼
い
方
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

　
参
加
希
望
の
方
は
事
前
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
10
月
27
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
　
受
付

　
午
後
2
時
　
　
　
　
開
講

■
場
所
　
東
山
梨
合
同
庁
舎
1
0
1
会
議
室

■
参
加
料
　
無
料

　
※
ね
こ
と
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

・
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
（
峡
東
保
健
所
）

　
衛
生
課

　
☎
０
５
５
３（
２
０
）２
７
５
１

・
山
梨
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
７
３
）５
０
３
４

・
市
民
環
境
部
　
ご
み
減
量
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）２
０
４
４

　
近
年
、
動
物
は
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
重
要
な
存
在
に
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
部
で
は
動
物
の
虐
待
や
遺
棄
、
鳴

き
声
や
悪
臭
、
マ
ナ
ー
の
悪
い
飼
い
主
な
ど
、
近
隣
へ
迷
惑
を

か
け
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
人
と
動
物
が
共
に
生
き
て
い
か
れ
る
よ
う
に
、
動
物
を
飼
う

時
に
は
そ
の
習
性
や
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
す
。

　｢

犬
の
し
つ
け
方
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。

　
㈱
オ
ー
ル
ド
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
か
ら
講

師
を
お
招
き
し
、
愛
犬
の
本
能
や
習
性
を

踏
ま
え
、
飼
い
方
や
し
つ
け
方
に
つ
い
て

実
演
を
交
え
た
講
習
を
行
い
ま
す
。

　
参
加
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
11
月
28
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
　
受
付

　
午
後
2
時
　
　
　
　
開
講

■
場
所
　
御
坂
体
育
館

■
参
加
費
　
無
料

　
※
犬
と
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
環
境
部
　
ご
み
減
量
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）２
０
４
４

　ペットには、鑑札や飼い主を特定できる名札を着け、災害

時に必要な水やフード・その他物品を準備しておきましょう。

また、日頃から健康管理を心がけ、避難時に他の人に迷惑が

かからないように、しつけをしておきましょう。

環境省が実施する全国的なダイオキシン類調査の協力者を募集します。
■対象
　・15歳～69歳までの方
　・市内に10年以上居住している方
　・市外に出かけることが少ない方
　・貧血など、採血に支障をきたさない方

■申込・問合せ先　市民環境部　ごみ減量課（担当　太田）
協力者には若干の謝礼がでます。お気軽にお問合せください。

■内容
○説明会・採血(30ml)・アンケート調査(全協力者)
　10月下旬から11月中旬頃、市内で行われる予定です。
○食事調査(数人の方)
　連続3日間の朝・昼・夜・間食を提供します。

広報ふえふき��2007.10�No.37
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登
記
、
戸
籍
、
供
託
、
訟
務
、
人
権
擁

護
及
び
成
年
後
見
登
記
に
関
す
る
事
務
な

ど
の
ご
相
談
を
、
法
務
局
の
職
員
、
公
証

人
が
お
受
け
し
ま
す
。

■
日
時

　
10
月
28
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
場
所

　
甲
府
地
方
法
務
局
４
階
会
議
室

■
相
談
内
容

▽
土
地
や
建
物
、
会
社
な
ど
の
登
記
の

手
続
き
に
関
し
て

▽
高
齢
者
の
財
産
な
ど
を
守
る
成
年
後

見
制
度

▽
成
年
後
見
登
記
の
手
続
き
や
証
明
書

に
関
し
て

▽
婚
姻
、
離
婚
、
親
族
、
扶
養
な
ど
の

戸
籍
に
関
し
て

▽
帰
化
な
ど
国
籍
に
関
し
て

▽
地
代
、
家
賃
の
支
払
い
な
ど
の
供
託

に
関
し
て

▽
虐
待
・
い
じ
め
、
セ
ク
ハ
ラ
・
Ｄ
Ｖ

な
ど
の
人
権
問
題

▽
遺
言
な
ど
、
公
正
証
書
作
成
に
関
し

て

　
※
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
甲
府
地
方
法
務
局

　
☎
０
５
５
（
２
５
２
）
７
１
５
１

毎日の暮らしの中での問題に関しての相談に応じます。
相談は無料で、相談者の秘密は固く守られます。

� 開設日� 開設場所��

�10月24日（水）�

ふれあいの家

� 民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談員�

�11月28日（水）�� 民生委員・人権擁護委員・顧問弁護士・行政相談員・消費生活相談員

�12月26日（水）�� 民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談員� ��

�10月18日（木）�
御坂福祉センター

� 民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談員・消費生活相談員

�12月20日（木）�� 民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談員� ��

�11月21日（水）� 一宮福祉センター� 司法書士・人権擁護委員・行政相談員� ��

�10月10日（水）�
八代福祉センター

�
民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談員

� ��

�12月12日（水）�

�11月8日（木）�坊ケ峯ふれあいセンター� 民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談員� ��

�11月1日（木）� 春日居福祉会館� 民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談員� ��

�11月8日（木）� 芦川町ふれあいプラザ� 民生委員・行政相談員���

○専門家への相談…………………………弁護士・司法書士
�

○相談員への相談� ��������

心配ごと（福祉関係）相談……………民生委員・児童委員

人権相談…………………………………人権擁護委員

行政相談（行政機関について）………行政相談委員

消費生活相談……………………………消費生活相談員

時　間

【開設日程】

相　談　員

午後
1時30分

3時30分

〜

【相談内容・相談対応者】

・笛吹市社会福祉協議会� ・同��石和支所� ・同��御坂支所� ・同��一宮支所�
　０５５(２６５)５１８２�　０５５(２６２)１２６７� 　０５５(２６３)０８４８� 　０５５３(４７)２２８８

� ・同��八代支所� ・同��境川支所� ・同��春日居支所
� 　０５５(２６５)２２４０� 　０５５(２６６)５９１１� 　０５５３(２６)３６６７

� ・同��芦川支所
� 　０５５(２９８)２１７０� ������

【問合せ先】

＊できる限り事前にご予約ください。

予約数に空きがあれば当日でも受付

けます。

　予約は、笛吹市社会福祉協議会本所・

各支所どちらでも結構です。

　
市
で
は
、
平
成
19
・
20
年
度
の
一
般

競
争
入
札
・
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す

る
た
め
の
資
格
審
査
申
請
の
受
付
を
済

ま
せ
、
資
格
の
あ
る
業
者
な
ど
を
「
有

資
格
者
名
簿
」
に
登
載
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
際
、
申
請
を
忘
れ
て
い
た
り
、
新

た
に
市
と
入
札
・
契
約
を
希
望
す
る
方
々

の
た
め
に
、
来
年
１
月
、
そ
の
申
請
を

受
付
け
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
（
中
間
年
）
に
市
が
発

注
す
る
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
個
人
事

業
者
・
法
人
事
業
者
な
ど
の
別
は
問
い

ま
せ
ん
。

　
今
回
は
中
間
年
で
あ
る
た
め
、
新
規
の

み
と
し
、
業
種
の
追
加
や
市
内
に
あ
る
営

業
所
な
ど
に
市
と
の
入
札
契
約
な
ど
に
つ

い
て
の
権
限
を
委
任
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん（
登
記
し
て
市

内
に
お
く
こ
と
は

か
ま
い
ま
せ
ん
）。

■
申
請
の
基
準
日
及
び

　
登
録
の
有
効
期
間

　
▽
申
請
の
基
準
日

平
成
20
年
１
月
１
日
（
火
）
が
基
準
日

で
す
。
別
に
記
載
の
あ
る
場
合
を
除

き
、
申
請
に
あ
た
っ
て
は
基
準
日
の

状
況
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
登
録
の
有
効
期
間

平
成
20
年
４
月
１
日（
火
）〜

平
成
21
年
３
月
31
日（
火
）

■
提
出
方
法

　
持
参
申
請
の
み

　
※
郵
送
申
請
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

■
受
付
期
間

平
成
20
年
１
月
７
日（
月
）〜
15
日（
火
）

（
土
・
日
、
祝
祭
日
を
除
く
）

■
受
付
場
所

　
総
務
部
　
管
財
課
（
本
庁
３
階
）

■
問
合
せ
先

　
総
務
部
　
管
財
課
　
契
約
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
６
１
）２
０
３
０

■
労
働
保
険
と
は

　
雇
用
保
険
（
労
働
者
が
失
業
し
た
場

合
に
失
業
給
付
な
ど
を
行
う
）
と
労
働

者
災
害
補
償
保
険
（
労
働
者
の
業
務
上

ま
た
は
通
勤
途
上
の
災
害
補
償
を
行
う
）

を
総
称
し
た
言
葉
で
す
。

　
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事

業
主
は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
加
入

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
正
社
員
の
み
で
な
く
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
の
方
も
一
定
の
要
件
に
該
当

す
る
と
雇
用
保
険
の
加
入
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
労
働
保
険
は
、
労
働
者
の
方
々
が
安

心
し
て
働
く
た
め
の
も
の
で
す
。

■
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
要
件
が
…

　
雇
用
保
険
の
基
本
手
当
て
を
受
給
す

る
た
め
に
は
、
週
の
所
定
時
間
の
長
短

に
関
わ
ら
ず
、
原
則
と
し
て
、
12
月
（
各

月
11
日
以
上
）
の
被
保
険
者
期
間
が
必

要
で
す
。

　
原
則
と
し
て
、
平
成
19
年
10
月
１

日
（
月
）
以
降
に
離
職
さ
れ
た
方
が
対

象
で
す
。

■
育
児
休
業
給
付
の
給
付
率
が
…

　
職
場
復
帰
給
付
金
の
給
付
率
が
10
％

上
が
り
、
基
本
給
付
金
と
あ
わ
せ
休
業

前
賃
金
の
50
％
の
給
付
率
と
な
り
ま
す
。

■
教
育
訓
練
給
付
の
要
件
・
内
容
が
…

　
被
保
険
者
期
間
が
３
年
以
上
、
支
給

率
20
％
（
上
限
10
万
円
）
と
な
り
ま
す
。

※
初
回
に
限
り
、
被
保
険
者
期
間
が
１
年

以
上
で
受
給
可
能
で
す
。
　
　
　

■
問
合
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
府
（
甲
府
公
共
職

業
安
定
所
）
雇
用
保
険
適
用
課

☎
０
５
５（
２
３
２
）６
０
６
０

（
内
線
４
２
）

善
意
の
ご
寄
付

笛
吹
市
京
浜
一
宮
会

会
長
　
高
野
　
義
雄
　
様

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
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国
土
交
通
省
で
は
、
９
月
１
日
︵
土
︶

か
ら
10
月
31
日
︵
水
︶
ま
で
の
２
カ
月
間

を
重
点
期
間
と
し
て
、
﹁
自
動
車
点
検
整

備
推
進
運
動
﹂
を
全
国
的
に
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
自
動
車
の
不
具
合
に
よ
る
交
通
事
故
や

公
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
自
動
車
使
用
者

の
適
切
な
自
動
車
維
持
管
理
が
不
可
欠
で

す
。

　
ぜ
ひ
、
自
動
車
の

点
検
・
整
備
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
、
適
切
な
維

持
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
関
東
運
輸
局
　
山
梨
運
輸
支
局

　
☎
０
５
５
︵
２
６
１
︶
０
８
８
２

　
広
報
８
月
号
６
ペ
ー
ジ
掲
載
﹁
指

定
管
理
者
を
公
募
し
ま
す
﹂
の
記
事

で
、
記
入
も
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
募
集
施
設
﹁
石
和
小
林
公
園
﹂
は
、

正
し
く
は
﹁
石
和
小
林
公
園
︵
足
湯
、

池
、
民
俗
資
料
館
を
除
く
︶
﹂
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正
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※金額は税抜き価格です。

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

市道一宮３−１３８号線舗装工事 一宮町坪井 3,380,000 3,220,000 長田組土木㈱笛吹営業所 平成19年7月26日

緊急農道舗装修繕業務（2工区） 笛吹市内 3,820,000 3,650,000 ㈱日昇建設 〃

市道芦川３２号線舗装工事 芦川町中芦川 5,200,000 5,040,000 ㈱拓甲建設笛吹支店 〃

市道八代５２６号線側溝改修工事 八代町増利 1,950,000 1,716,000 ㈲五大工業御坂営業所 〃

農道農業排水路緊急補修工事（5工区） 　 3,150,000 3,051,000 ㈲天野組 〃

農道農業用排水路緊急補修工事（4工区） 一宮町・春日居町 3,800,000 3,680,000 ㈲佐野緑化土木 〃

下水道管渠布設工事第８工区(御坂町） 御坂町金川原 28,000,000 26,900,000 ㈱地場工務店 〃

一宮町配水管布設工事第３工区（小城） 一宮町小城 9,500,000 9,200,000 ㈲佐野緑化土木 〃

富士見小学校　校外学習バス借り上げ 富士見小学校〜県内各所 530,000 不　　調 不　　調 〃

石和中学校　厨房機器購入 石和中学校調理室 770,000 567,000 ㈱大久調温 〃

小中学校　印刷機購入 5,020,000 1,120,000 ㈱甲陽 〃

消防団拠点施設新築工事にかかる設計及び監理業務委託 1,600,000 1,520,000 佐野建築設計事務所 〃

市道八代３号線測量設計業務委託 八代町北 4,600,000 3,800,000 ㈱カワイ 〃

市道境川１０号線改良工事 境川町前間田 75,000,000 58,500,000 風間建設㈱ 平成19年8月2日

WindowsSAライセンス購入 石和町市部７７７ 1,340,000 1,198,750 ㈱邦文堂 平成19年8月9日

石和町中川地内拡幅設計業務委託 石和町中川 5,800,000 4,980,000 森田測量㈱ 〃

金田地区ふれあい公園（仮称）測量設計業務委託 一宮町金田 3,200,000 2,240,000 ㈲宮下測量 〃

農道１０５号線（八代地内）測量設計・用地調査業務委託 八代町南 5,700,000 4,040,000 ㈱太陽設計笛吹支店 〃

下黒駒・国衙水路改修測量設計用地調査業務委託 御坂町下黒駒・国衙 5,850,000 4,980,000 昭和測量㈱峡東支店 〃

一宮水路改修測量設計用地業務委託 一宮町金田・東新居・石 4,500,000 3,370,000 ㈲宮下測量 〃

春日居水路改修用地測量業務委託 春日居町下岩下・桑戸北・桑戸中 5,300,000 3,950,000 ㈲飯田測量 〃

笛吹農道823号(御坂地区)・農道5397号(一宮地区)測量設計用地調査業務委託 御坂町井之上・一宮町石 7,200,000 6,150,000 ㈱山梨技術研究所 〃

一宮町配水管布設工事第２工区（金沢） 一宮町金沢 2,420,000 2,360,000 ㈲椚設備 〃

一宮町配水管布設工事第４工区（東新居） 一宮町東新居 12,000,000 11,550,000 古屋設備 〃

下水道関連配水管布設替工事（石和1工区） 石和町井戸 13,000,000 12,450,000 ㈲中村設備 〃

春日居小学校印刷室増築工事 春日居町桑戸 6,120,000 5,850,000 ㈱中村工務店（一宮町） 〃

笛吹市ふれあいの家改修工事 石和町市部４４８ 7,510,000 6,000,000 ㈱中村工務店（一宮町） 〃

市道石和7号線水路改修工事 石和町広瀬 2,890,000 2,800,000 ㈲荻野土建 〃

市道境川２２６号線路側補修工事 境川町三椚 4,600,000 4,450,000 ㈲笛南興業 〃

下水道管渠布設工事第11工区（一宮) 一宮町地内 3,460,000 3,360,000 ㈲佐野緑化土木 〃

下水道管渠布設工事第12工区(一宮) 一宮町地内 6,660,000 6,490,000 武藤工業㈱ 〃

石和駅前土地区画整理区域内サイン施設設置工事 石和町松本 12,100,000 11,400,000 基幹興業㈱ 〃

市道春日居3-298・3-300号線改修工事 春日居町鎮目 17,260,000 16,390,000 ㈱上組 〃

（仮称）笛吹市役所南館(旧峡東病院）改修工事 石和町市部 330,000,000 264,000,000 中西建設㈱ 平成19年8月16日

石和温泉駅前広場築造工事 石和町松本 71,380,000 57,100,000 ㈱中村工務店（境川町） 〃

（仮称）笛吹市役所南館(旧峡東病院）改修機械設備工事 石和町市部 84,000,000 79,500,000 ㈲佐野工業所 〃

（仮称）笛吹市役所南館(旧峡東病院）改修電気設備工事 石和町市部 81,000,000 77,700,000 ㈱有電 〃

災害用・消防用無線機購入 笛吹市役所 1,900,000 1,234,000 ㈱山通 平成19年8月23日

下水道関連配水管布設替工事第19-02-01工区（八代) 八代町竹居 3,780,000 3,590,000 協和住建㈱ 〃

窪中島地内配水管布設工事 石和町窪中島 4,710,000 4,200,000 落合設備 〃

下水道関連配水管布設替工事第19-05-02工区（八代) 八代町竹居 18,110,000 17,400,000 ㈲佐野工業所 〃

下水道関連配水管布設替工事第19-05-01工区（八代） 八代町竹居 24,790,000 23,500,000 ㈲タナカ設備 〃

竹居地区（御坂地区）水路改修工事 御坂町竹居 16,850,000 16,300,000 ㈱古屋工業 〃

下水道管渠布設工事　第13工区 石和町井戸 25,000,000 20,000,000 ㈱須田組 〃

石和町・御坂町・八代町
境川町・芦川町

石和南小・富士見小・御坂東小
一宮南小・御坂中の各学校印刷室

春日居町徳条１０−４番地

笛吹警察署　☎055ー262ー0110
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●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

　
10
月
11
日(

木)

・
25
日(

木)

　
午
前
11
時
か
ら
　

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
10
月
４
日(

木)

・
18
日(

木)

　
午
前
10
時
30
分
か
ら
　

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

10
月
６
日︵
土
︶・
13
日︵
土
︶・
20
日︵
土
︶・

27
日
︵
土
︶

　
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
２
時
〜
２
時
30
分

　
毎
週
土
曜
日
２
回
開
催

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

　
10
月
９
日
︵
火
︶
・
23
日
︵
火
︶

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

︵
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば
本

の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。
︶

●
楽
蔵
︵
映
画
会
・
お
話
・
工
作
︶

　
10
月
６
日
︵
土
︶
午
後
２
時
か
ら

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

10
月
19
日(

金
︶

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

10
月
３
日(

水)
︻
あ
ん
よ
︼
午
前
10
時
15
分
〜
10
時
45
分

　
︵
１
歳
６
カ
月
児
〜
３
歳
児)

︻
だ
っ
こ
︼
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

︵
０
歳
児
〜
１
歳
５
カ
月
児
︶
　

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　
10
月
21
日(

日)

午
後
２
時
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
10
月
13
日(

土)

午
後
２
時
か
ら

　
定
員
15
人
　

お
申
し
込
み
は
、
10
月
10
日(

水)
ま
で

に
一
宮
図
書
館
へ

●
ミ
ニ
ミ
ニ
お
は
な
し
会

10
月
７
日(

日)

・
14
日(

日)

・
28
日(

日)

午
後
２
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

　
10
月
13
日(

土)

午
後
１
時
30
分
か
ら

●
お
兄
さ
ん
の
お
は
な
し
会

︵
土
・
日
に
要
望
が
あ
れ
ば
随
時
お
話

会
を
し
て
い
ま
す
。
︶

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

10
月
３
日(

水)

・
10
日(

水)

・
17
日(

水)

・

24
日(

水)

毎
週
水
曜
日
午
前
11
時
か
ら

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
お
は
な
し
会

10
月
６
日(

土)

午
後
２
時
か
ら

︵
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
︶

●
お
は
な
し
の
へ
や

も
も︵
乳
幼
児
向
け
︶

10
月
２
日(

火)

・
23
日(

火)

午
前
10
時

30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

　
10
月
13
日(
土)

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！
ス
ペ
シ
ャ
ル

　
10
月
20
日(

土)
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

　
10
月
27
日(

土)

午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民
館
ま

つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、
年
配
者

の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時
出
前
お
は

な
し
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け
に

な
り
た
い
方
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
石
和
図
書
館︵
担
当

雨
宮
︶

☎
０
５
５︵
２
６
２
︶５
９
５
９

○
石
和
図
書
館

１
日(

月)

・
９
日(

火)

・
15
日(

月)

・

22
日(

月)

・
29
日(

月)

○
御
坂
図
書
館

３
日(

水)

・
10
日(

水)

・
13
日(

土)

︻
電

気
点
検
︼
・
17
日(

水)

・
24
日(

水)

・

31
日(

水)

○
一
宮
図
書
館

１
日(

月)

・
８
日(

月)

・
15
日(

月)

・

22
日(

月)

・
29
日(

月)

・
31
日(

水)

○
八
代
図
書
館

１
日(

月)

・
８
日(

月)

・
15
日(

月)

・

22
日(

月)

・
29
日(

月)

・
31
日(

水)

○
境
川
図
書
室

７
日(

日)

・
８
日(

月)

・
14
日(

日)

・

21
日(

日)

・
28
日(

日)

○
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

１
日(

月)

・
９
日(

火)

・
15
日︵
月
︶・

22
日(

月)

・
29
日(

月)

・
31
日(

水)

●プロフィール
1965年5月、三重県生まれ。25歳のと
きに絵本と出会い、現在、全国の老若
男女に絵本を読んで回り、講演では
熱く語る毎日をおくっている。会っ
た人は心が元気になる不思議な力で、
保育園・幼稚園から大学、会社の新人
研修から民生委員の会まで幅広く、
あきひろパワーをふりまき中！
あきひろ先生の作品『二ャッピーの
がまんできなかったひ』・『「読み聞かせ」
から「読あそび」へオーッス！』

●日　時：10月15日（月）午前10時から
●場　所：学びの杜みさか　視聴覚室

　どなたでも参加できます。本が好きな方、興味の
ある方、これから読み聞かせしたいと考えている方、
ぜひ、あきひろ先生のお話を聞きに来てください。

人は風邪をひくと、医者へいったり薬
を飲んだりします。心も風邪をひくと
きがあります。元気がなくなったり、
悩みを抱えたり・・・。そんなときに、心
に効くクスリ（本）を処方する人を“ブ
ックドクター”と言います。心が元気
になる糸口を見つけてもらえるよう
な本を紹介したり、読んだり、語り合
ったりします。これは日本では初めて
の試みです。

一人でも多くの方に、心が元気になって
もらえるよう、個別に本を処方するのが、
“ブックドクター”の本来の姿ですが、そ
の前段階として、絵本や物語のもつおも
しろさ、深さを、あらゆる方法で伝える
ため、現在は全国の幼稚園、保育園、小学校、
中学校、高校、大学、会社、各地域を回り、
あらゆる人に“読あそび”や各種講演を
行っています。それ以外に、定期的な（月
１回）セミナーを、東京と三重で開いて
います。また、様々なイベントをプロデ
ュースしています。

●ハロウイン・パーティー
　10月25日(木)午前11時から
　図書館２階視聴覚ホール

●深沢七郎没後20年図書展示
　10月2日から31日

●読書の秋オリジナルしおり・コースタープレゼント
　10月２日から31日の期間10冊借りた方

●探検！発見！いちのみや（一般向け）（2日間）
　10月13日（土）午後1時30分から（史跡巡り）
　 20日（土）午後1時30分から（史跡の講義）
　定員20人（先着順）
　＊事前に一宮図書館へお申し込みください。

●ハロウィンさかいがわ
　10月6日(土)午後２時から

●星空ウオッチング
　10月5日(金)午後7時から

●楽蔵スペシャル
　10月6日(土)午後2時から

●ハロウィンおはなし会特集
　10月6・13・20・27日(土)
　全て午前11時から
　毎回パネルシアター、ハロウィン
　工作などを楽しめます。

●おりがみをたのしもう！スペシャル
　「折り紙ですてきにアレンジ」
　講師　三井　智子氏
　10月20日(土)午前10時30分から
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会場を魅了した大輪の花「お楽しみ抽選会」で盛り上がりました

見事な「ファイヤーパフォーマンス」

「カラオケ大会」で熱唱

文化協会軽音楽部による演奏

夏の風物詩「盆おどり」

石和南小児童による「御陣屋太鼓」

華麗な「よさ
こいソーラン
演舞」

鵜と鵜匠の技に注目

「大文字焼き」と花火

　7月16日から8月21日まで市内各地で夏まつりが開催されました。盆おどり、
カラオケ大会、太鼓演奏など、それぞれの地域で特色あるイベントが行われ、
子どもから大人まで、多くの来場者でにぎわいました。お祭りの活気に満ちた
笛吹市の夏。その風景を写真に切り取りました。



32

この印刷物は、古紙配合率100％再生紙と
大豆油インクを使用しております。

H19.9.1現在（　）は前月比

世帯数　26,285世帯（＋12）

男35,132人（−3）　女37,387人（−34）

人　口　72,519人（−37）

DATAFUEFUKI

石和温泉駅前公園・駅前線ポケットパークの彫刻が
変わりました

　市民のみなさんに質の高い芸術・文化に触れていただくために、石和温泉駅前公園に4基、

ポケットパークに2基（国道411号線と県道石和駅前線の交差点）設置している彫刻を展示替え

しました。個性輝く彫刻をぜひご覧ください。

　展示期間は、平成19年8月1日から平成20年7月31日までの1年間です。

題名「転〜ナガレダマ」　作者：鈴木太加志氏 題名「「空」（そら）」　作者：小林泰彦氏

題名「Passage（三角の在る風景）」　作者：櫻井壽人氏 題名「Atom」　作者：三浦昌秀氏

題名「時・TIME」　作者：広井　力氏 題名「記憶・大地」　作者：上田　快氏

石
和
温
泉
駅
前
公
園

駅
前
線
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
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